
現
代
公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
の
存
立
根
拠

兼

原

敦

子

一

は

じ

め

に

二

国
連
海
洋
法
条
約
後
の
国
際
漁
業
の
背
景
と
そ
れ
へ
の
対
応

三

漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
の
見
直
し
か
ら
再
構
築
へ
の
可
能
性

四

管
轄
権
の
多
岐
的
配
分
に
お
け
る
旗
国
主
義
と
非
旗
国
措
置

五

お

わ

り

に

一

は

じ

め

に

国
際
漁
業
資
源
の
保
存
は
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
の
後
半
以
来
、
一
世
紀
以
上
を
超
え
て
海
洋
法
の
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
二
〇
世
紀
後
半
よ
り
、
国
連
食
料
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
を
中
心
と
し
て
、IU

U
 
fish

in
g

（Illeg
a
l,

U
n
rep

o
rted

,

U
n
reg

u
la
ted

 
F
ish
in
g

）
の
新
語
の
提
唱
と
そ
の
定
着
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、
国
際
漁
業
規
制
は
、
現
代
の
海
洋
法
が
、
あ
る
い
は

人
類
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
で
も

1
）

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
漁
業
規
制
は
、
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
刻
む
と
と
も
に
、
海
洋
法
の
最

も
新
し
い
法
現
象
を
伴
う
問
題
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
国
際
漁
業
規
制
の
中
で
も
、
と
く
に
公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
の
動
揺
に
関
す
る
最
近
の
国
際
実
践
に
焦
点
を

あ
て
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
海
洋
法
の
歴
史
的
発
展
と
い
う
一
般
的
な
視
点
を
基
底
に
す
え
な
が
ら
も
、
公
海
漁
業

規
制
に
固
有
の
文
脈
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
現
象
が
も
つ
意
義
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
な
お
、
そ
れ
に
際
し
て

は
、
国
際
漁
業
規
制
の
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
主
に
規
制
の
手
法
に
注
目
し
、
漁
業
資
源
の
保
存
や

2
）

管
理
の
観
念
に
か
か
わ
る
実
体
的

な
議
論
は
、
規
制
手
法
に
関
わ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
ふ
れ
る
こ
と
に

3
）

す
る
。

と
く
に
、
一
九
八
二
年
国
連
海
洋
法
条
約
（
一
九
九
四
年
発
効
）
の
後
、
漁
業
資
源
を
め
ぐ
る
状
況
が
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
に
興
味
深
い
国
際
実
践
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
次
の
二
点
に
注
目
し
た
い
。

第
一
に
、
一
九
九
五
年
国
連
公
海
漁
業
実
施
協
定
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
が
、
公
海
上
の
外
国
船
舶
に
対
す
る
旗
国
以
外
の
国
（
以
下
、
と
く

に
混
乱
や
誤
解
を
生
じ
な
い
場
合
に
は
、「
非
旗
国
」
と
記
す
）
に
よ
る
乗
船
措
置
を
規
定
し
、
そ
れ
以
外
の
条
約
実
践
も
含
め
て
、
旗
国

主
義
に
対
す
る
例
外
へ
の
関
心
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
よ
う
な
一
般
条
約
、
漁
業
資
源
の
保
存
の
た
め
の
地
域
的
条
約
や
機
構

の
実
践
に
よ
り
、
公
海
漁
業
規
制
を
め
ぐ
る
管
轄
権
配
分
が
、
管
轄
権
の
種
類
（
立
法
・
執
行
・
裁
判
の
各
管
轄
権
）
や
具
体
的
な
措
置

の
単
位
で
、
詳
細
化
し
て
い
る
こ
と
で

4
）

あ
る
。

旗
国
に
よ
る
実
効
的
な
規
制
が
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
危
惧
と
そ
れ
に
対
す
る
対
処
は
、
公
海
漁
業
規
制
の
分
野
に
限
っ
た
現

象
で
は
な
い
。
非
旗
国
に
よ
る
公
海
上
で
の
措
置
を
規
定
す
る
実
践
や
、
関
係
国
に
管
轄
権
を
配
分
す
る
実
践
は
、
国
際
航
行
の
安
全

確
保
お
よ
び
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
処
・
大
量
破
壊
兵
器
運
搬
の
規
制
（
二
〇
〇
五
年
に
採
択
さ
れ
た
、
一
九
八
八
年
海
洋
航
行
の
安
全
に
対

す
る
不
法
な
行
為
の
防
止
に
関
す
る
条
約
へ
の
改
正
議
定
書
、
以
下
、
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
お
よ
び
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
改
正
議
定
書
と
記
す
）
に
も
存
在

5
）

す
る
。

国
連
海
洋
法
条
約
は
、
一
一
〇
条
で
非
旗
国
に
よ
る
臨
検
が
許
さ
れ
る
場
合
（
海
賊
・
奴
隷
輸
送
・
無
許
可
放
送
・
無
国
籍
・
別
の
国
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旗
を
掲
げ
る
な
ど
し
て
い
る
が
臨
検
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
船
舶
と
同
じ
国
籍
の
船
舶
で
あ
る
こ
と
）
を
限
定
し
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
以

外
に
は
、
個
別
の
条
約
に
よ
り
公
海
上
で
の
非
旗
国
に
よ
る
干
渉
が
合
意
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
合
意
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
分

野
を
中
心
に
集
積
し
つ
つ
あ
る
と
い

6
）

え
る
。
そ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
の
設
定
は
、
伝
統

的
な
公
海
の
自
由
と
と
も
に
基
本
的
な
原
則
で
あ
る
旗
国
主
義
に
対
し
て
、
重
大
な
変
質
を
も
た
ら
す
海
洋
法
の
一
般
的
な
動
向
に
符

合
す
る
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
の
あ
り
方
や
そ
の
も
つ
意

義
は
、
こ
の
分
野
に
固
有
の
検
討
を
も
迫
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
初
に
、
国
連
海
洋
法
条
約
後
の
国
際
漁
業
を
め
ぐ
る
事
情
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
生
じ
て
き
て
い
る
公
海
漁
業
規
制
に
関

す
る
国
際
実
践
の
展
開
を
簡
潔
に
た
ど
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
す
る
。

1
）

二
〇
〇
一
年
に
以
前
よ
り
用
語
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
き
て
い
たIU

U
 
fish

in
g

に
つ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
はIU

U
 
fish

in
g

の
防
止
・
抑
止
・
撤
廃
の
た
め
の
国
際
行

動
計
画
を
採
択
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ばIU

U
 
fish

in
g

は
次
の
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

①
違
法
（Illeg

a
l

）
漁
獲：

漁
業
資
源
保
存
の
た
め
の
地
域
条
約
や
地
域
機
構
な
ど
の
締
約
国
船
舶
で
、
そ
れ
ら
が
定
め
る
保
存
管
理
措
置
や
適
用
の
あ
る
国
際
法
に
違

反
し
た
り
、
地
域
機
構
の
協
力
す
る
国
の
国
内
法
や
国
際
義
務
に
違
反
す
る
漁
獲

②
非
通
報
（U

n
rep

o
rted

）
漁
獲：

国
内
法
に
違
反
し
て
、
お
よ
び
、
地
域
機
構
の
権
限
の
及
ぶ
海
域
で
当
該
機
構
の
定
め
る
手
続
に
違
反
し
て
、
な
す
べ
き
報
告
を

し
て
い
な
い
漁
獲

③
規
律
不
在
な
い
し
は
回
避
（U

n
reg

u
la
ted

）
漁
獲：

地
域
機
構
に
よ
る
保
存
管
理
の
適
用
の
あ
る
区
域
（
海
域
）
で
、
無
国
籍
船
や
非
締
約
国
船
、
漁
業
主
体

（en
tity

）
が
行
う
当
該
地
域
機
構
の
定
め
る
漁
業
資
源
の
保
存
管
理
措
置
に
適
合
し
な
い
漁
獲
、
あ
る
い
は
、
保
存
管
理
措
置
の
適
用
の
な
い
対
象
魚
種
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
区
域
（
海
域
）
に
お
い
て
、
か
つ
、
国
際
法
上
の
生
物
資
源
の
保
存
の
た
め
の
国
家
の
責
務
（resp

o
n
sib
ility

）
に
一
致
し
な
い
態
様
で

行
わ
れ
る
漁
獲

IU
U
 
fish

in
g

の
定
義
は
、
と
く
に
「
規
律
不
在
な
い
し
は
回
避
漁
獲
」
の
観
念
や
そ
れ
に
対
す
る
規
制
も
含
意
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
点
に
注
目
す
る
と
、
国
際
法

の
基
本
構
造
に
対
す
る
見
直
し
の
契
機
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、「
保
存
管
理
措
置
の
適
用
は
受
け
な
い
漁
獲
で
あ
り
合
法
で
も
違
法
で
も
な
い
が
、
国
際
的
な
非

難
の
対
象
と
な
る
」
漁
獲
の
意
味
を
「
法
的
に
」
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
、
こ
う
し
た
漁
獲
に
対
し
て
「
合
意
は
第
三
国
を
拘
束
し
な
い
」
と
い
う
国
際
法
の
根

本
原
則
に
阻
ま
れ
る
こ
と
な
く
「
法
的
」
効
果
を
認
め
ら
れ
、
か
つ
実
効
的
な
国
際
漁
業
規
制
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
な
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
論
題

に
は
ふ
み
こ
ま
な
い
。
む
し
ろ
筆
者
は
、IU

U
 
fish

in
g

概
念
と
そ
れ
を
議
論
し
取
り
組
む
た
め
の
方
法
論
に
は
、
本
稿
に
お
け
る
分
析
視
点
と
共
通
す
る
点
を
見
出
す
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こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
説
明
す
る
。

2
）

保
存
（co

n
serv

a
tio
n

）
と
管
理
（m

a
n
a
g
em
en
t

）
と
い
う
観
念
の
対
比
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
で
争
わ
れ
た
一
九
九
八
年

ス
ペ
イ
ン
対
カ
ナ
ダ
漁
業
管
轄
権
事
件
（
管
轄
権
）
判
決
に
際
し
て
の
、
小
田
判
事
の
分
離
意
見
に
よ
る
分
析
と
説
明
が
参
考
に
な
る
。
保
存
は
、
漁
期
・
漁
具
・
漁
獲

海
域
の
制
限
な
ど
の
手
法
で
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
実
現
さ
れ
え
な
く
な
る
と
、
特
定
区
域
（
海
域
）
で
特
定
生
物
資
源
の
総
漁
獲
可
能
量
の
決
定
が
必
要
と
な

り
、
分
配
と
配
分
の
問
題
が
そ
こ
に
入
り
込
む
。
そ
れ
が
「
管
理
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
、「
管
理
」
は
国
家
経
済
や
社
会
政
策
の
要
素
を
含
む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
、

F
ish
eries Ju

risd
ictio

n C
a
se
(S
p
a
in v

.
C
a
n
a
d
a
),
Ju
risd

ictio
n
,
S
ep
a
ra
te O

p
in
io
n o

f Ju
d
g
e S

h
ig
eru O

d
a
,
IC
J R

eports 1
9
9
8
,
p
a
ra
.
13.

本
稿
で

は
、
保
存
や
管
理
の
実
体
的
内
容
を
中
心
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
、
と
く
に
混
乱
が
な
く
必
要
が
な
け
れ
ば
、
保
存
と
管
理
の
両
者
の
意
味
を
包
含
す
る

広
い
概
念
と
し
て
「
保
存
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

3
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
膨
大
な
文
献
が
あ
る
が
、
本
稿
の
構
想
に
お
い
て
多
く
を
得
た
も
の
と
し
て
、
と
く
に
、
山
本
草
二
『
国
際
漁
業
紛
争
と
法
』（
一
九
七
六
、
玉

川
大
学
出
版
部
）。
ま
た
、
比
較
的
最
近
の
研
究
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、E

.
H
ey
 
ed
.,
D
evelopm

en
t in

 
In
tern

ation
al F

ish
eries L

aw
(1999,

T
h
e H

a
g
u
e /
L
o
n
d
o
n
/
B
o
sto

n
);
J.
A
.
D
.
Y
tu
rria

g
a
,
T
h
e In

tern
ation

al R
egim

e of F
ish
eries ―

―
F
rom

 
U
N
C
L
O
S 1

9
8
2
 
to th

e P
resen

tial S
ea
,

(1997,
T
h
e H

a
g
u
e /
B
o
sto

n
/
L
o
n
d
o
n
);F

.O
.V
icu

n
a
,T
h
e C

h
an
gin

g in In
tern

ation
al L

aw
 
of H

igh S
eas F

ish
eries, (1998,C

a
m
b
rid
g
e );R

.G
a
il

 
R
a
y
fu
se,

N
on
-F
lag S

tate E
n
forcem

en
t in

 
H
igh S

eas F
ish
eries,

(2004,
L
eid

en
/
B
o
sto

n
);
A
.
K
a
n
eh
a
ra
,
“A
 
C
ritica

l A
n
a
ly
sis o

f C
h
a
n
g
es a

n
d

 
R
ecen

t D
ev
elo

p
m
en
ts in th

e C
o
n
cep

t o
f C

o
n
serv

a
tio
n o

f F
ish
eries o

n th
e H

ig
h S

ea
s,”

41
T
h
e Japan

ese A
n
n
u
al of

 
In
tern

ation
al L

aw

(1998),
p
p
. 1-29

a
n
d
,
see th

e w
o
rk
s referred to in th

e fo
o
tn
o
tes.

4
）

な
お
、
海
洋
環
境
の
保
護
・
保
全
に
つ
き
、
国
連
海
洋
法
条
約
二
一
八
条
一
項
は
、
公
海
上
で
の
排
出
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
寄
港
国
が
外
国
船
舶
に

対
し
て
執
行
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
後
に
国
際
漁
業
規
制
に
お
け
る
寄
港
国
管
轄
権
の
活
用
を
検
討
す
る
際
に
、
そ
れ
と
海
洋
環
境
保
護
・
保
全
の

た
め
の
寄
港
国
管
轄
権
の
意
義
を
比
較
す
る
。

5
）

ア
メ
リ
カ
の
拡
散
防
止
構
想
（P

ro
lifera

tio
n S

ecu
rity In

itia
tiv
e

）
は
、
公
海
上
で
の
大
量
破
壊
兵
器
運
搬
船
に
対
す
る
乗
船
検
査
を
含
む
が
、
そ
の
国
際
法

上
の
根
拠
の
検
討
や
、
ア
メ
リ
カ
の
締
結
し
た
二
国
間
協
定
（
二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
ア
メ
リ
カ
・
リ
ベ
リ
ア
協
定
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
二
日
ア
メ
リ
カ
・
パ
ナ
マ

協
定
、
そ
の
他
に
も
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
ベ
リ
ー
ズ
と
の
協
定
も
締
結
さ
れ
て
い
る
）
の
分
析
な
ど
に
つ
き
、
坂
元
茂
樹
「
Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
拡
散

防
止
構
想
）
と
国
際
法
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』N

o
. 1279

（
二
〇
〇
四
）、
五
二
｜
六
二
頁
、
公
海
上
の
措
置
に
つ
い
て
は
五
六
頁
以
下
。
な
お
、
麻
薬
の
洋
上
違
法
取
引
へ

の
対
処
の
た
め
に
、
公
海
上
で
は
な
い
が
、
沿
岸
国
の
領
海
で
当
該
沿
岸
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
対
し
て
、
公
海
か
ら
領
海
ま
で
追
跡
権
を
行
使
し
一
定
の
洋
上
措
置

を
と
る
こ
と
を
合
意
す
る
例
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
諸
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
と
の
二
国
間
協
定
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
追
跡
権

の
根
拠
と
し
て
の
『
沿
岸
国
管
轄
権
の
実
効
的
行
使
』」
海
上
保
安
協
会
『
各
国
に
お
け
る
海
上
保
安
法
制
の
比
較
研
究
』（
二
〇
〇
六
）、
一
九
頁
お
よ
び
そ
こ
に
挙
げ

た
文
献
を
参
照
。

6
）

国
連
海
洋
法
条
約
一
一
〇
条
の
挙
げ
る
五
つ
の
場
合
に
つ
い
て
の
検
討
と
し
て
、
た
と
え
ば
、R

.
C
.
F
.
R
eu
la
n
d
,
“In

terferen
ce
 
w
ith
 
N
o
n
-N
a
tio
n
a
l

 
S
h
ip
s o
n th

e H
ig
h S

ea
s:
P
ea
cetim

e E
x
cep

tio
n
s to th

e E
x
clu

siv
ity R

u
le o

f F
la
g
-S
ta
te Ju

risd
ictio

n
,”
22
V
an
d
erbilt Jou

rn
al of In

tern
ation

al
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L
aw

(1989),
p
p
. 1161-1229；

拙
稿
「
公
海
制
度
の
現
代
的
意
義
」『
法
学
教
室
』N

o
. 281

（
二
〇
〇
四
）（
以
下
、
兼
原
「
公
海
制
度
」）、
お
よ
び
そ
こ
に
挙
げ
た

文
献
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
伝
統
的
に
、
あ
る
い
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
基
づ
く
非
旗
国
に
よ
る
臨
検
と
い
う
措
置
や
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
き
た
対
象
事
由
と
、
公
海
漁

業
の
分
野
で
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
非
旗
国
に
よ
る
措
置
や
対
象
事
由
の
比
較
や
、
旗
国
管
轄
権
と
の
関
係
な
ど
の
検
討
は
後
に
行
う
。

二

国
連
海
洋
法
条
約
後
の
国
際
漁
業
の
背
景
と
そ
れ
へ
の
対
応

１

国
連
海
洋
法
条
約
後
の
国
際
漁
業
の
背
景

⑴

一
九
八
二
年
国
連
海
洋
法
条
約
の
採
択
（
一
九
九
四
年
発
効
）
の
後
、
漁
業
を
め
ぐ
る
背
景
が
劇
的
に
変
化
し
た
こ
と
は
、
学

説
他
に
よ
り
繰
り
返
し
多
く
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
次
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き

7
）

よ
う
。

⑵

第
一
に
、
漁
業
技
術
の
飛
躍
的
な
進
展
が
、
漁
業
資
源
の
状
況
を
急
速
に
か
つ
深
刻
な
程
度
に
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
沿
岸
国
の
管
轄
水
域
あ
る
い
は
公
海
の
い
ず
れ
に
お
け
る
漁
業
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
漁
業
資
源
の
保
存
規
制
が
十

分
か
つ
実
効
的
で
は
あ
り
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
る
二
〇
〇
カ
イ
リ
排
他
的
経
済
水
域
制
度
の
設
立

は
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
内
で
沿
岸
国
が
実
施
す
る
漁
業
規
制
を
ま
ぬ
か
れ
る
た
め
に
、
排
他
的
経
済
水
域
近
海
の
公
海
を
含
め
て

公
海
へ
と
漁
獲
の
場
を
、
少
な
く
と
も
過
去
に
比
べ
て
相
対
的
に
は
移
動
さ
せ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
排
他
的
経
済
水
域
と
公
海
を
覆
っ

て
分
布
す
る
漁
業
資
源
の
保
存
と
と
も
に
公
海
漁
業
の
国
際
規
制
が
一
層
重
要
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
際
的
・
地
域
的
条
約
や
機
構

（
以
下
、
漁
業
資
源
保
存
の
た
め
の
国
際
的
・
地
域
的
条
約
や
機
構
を
、
と
く
に
特
定
の
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、「
漁
業
条
約
や
機
構
」
と
記

す
）
の
策
定
す
る
規
制
措
置
の
適
用
が
及
ば
な
い
公
海
海
域
は
依
然
と
し
て
残
存
し
て
い
る
。
か
つ
、
そ
れ
ら
の
条
約
や
機
構
の
非
当

事
国
に
は
規
制
措
置
の
効
力
は
原
則
と
し
て
及
ば
な
い
。
第
三
に
、
一
九
八
〇
年
代
、
一
九
九
〇
年
代
の
国
際
環
境
法
の
飛
躍
的
発
展

と
並
行
し
て
、
そ
の
一
部
を
な
す
漁
業
業
資
源
保
存
に
関
す
る
法
は
、
生
態
系
へ
の
関
心
を
ま
す
ま
す
高
め
て

8
）

い
る
。
単
一
の
魚
種
や
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特
定
海
域
で
の
保
存
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
態
系
の
包
括
的
な
保
護
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
、
科
学
的

デ
ー
タ
や
知
見
の
不
足
や
不
確
実
性
が

9
）

伴
う
。
集
権
的
な
国
際
機
関
に
よ
る
科
学
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
お
よ
び
分
析
、
そ
し
て
科
学
的

知
見
に
基
づ
く
資
源
保
存
の
世
界
的
政
策
や
戦
略
の
策
定
お
よ
び
実
施
が
理
想
で
あ

10
）

ろ
う
。
が
、
い
ま
だ
国
際
社
会
は
、
か
か
る
機
関

の
成
立
を
み
て
い
な
い
。
国
連
海
洋
法
条
約
六
三
条
か
ら
六
七
条
は
、
複
数
の
海
域
を
覆
っ
て
分
布
す
る
な
ど
の
特
有
の
魚
種
他
の
保

存
に
つ
き
、
国
際
協
力
を
規
定
す
る
に
と
ど
ま
り
、
公
海
漁
業
規
制
に
関
す
る
一
一
六
条
か
ら
一
一
九
条
も
、
保
存
義
務
の
具
体
的
な

内
容
ま
で
は
規
定
せ
ず
、
国
際
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
生
態
系
保
護
の
視
点
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
集
権
的
機
関
に
代
替
し
て
、

漁
業
資
源
保
存
の
た
め
の
主
権
国
家
間
の
国
際
協
力
を
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
強
調
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

２

公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
国
際
実
践
の
特
徴

⑴

こ
う
し
た
背
景
に
促
さ
れ
て
、
漁
業
資
源
保
存
に
関
す
る
漁
業
条
約
や
機
構
の
数
が
以
前
よ
り
も
格
段
と
増
加
し
、
非
拘
束
的

国
際
文
書
が
採
択
さ
れ
て
も

11
）

い
る
。
一
般
条
約
と
し
て
は
、
一
九
九
五
年
Ｆ
Ｓ
Ａ
、
一
九
九
四
年
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
採
択
し
た
公
海
上
の
漁
船

に
よ
る
漁
業
資
源
の
保
存
お
よ
び
管
理
措
置
の
履
行
を
促
進
す
る
協
定
（
履
行
協
定
）
で

12
）

あ
り
、
非
拘
束
的
文
書
で
は
あ
る
が
、
一
九

九
五
年
に
同
じ
く
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
採
択
し
た
責
任
あ
る
漁
業
の
た
め
の
行
動

13
）

綱
領
、
二
〇
〇
一
年IU

U
 
fish

in
g

の
防
止
・
抑
止
・
撤
廃

の
た
め
の
国
際
行
動
計
画
（A

ctio
n P

la
n

）
な
ど
が

14
）

あ
る
。

⑵

国
連
海
洋
法
条
約
後
の
公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
最
近
の
現
象
が
示
す
動
向
は
、
次
の
二
点
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。第

一
に
、
海
洋
法
一
般
に
、
か
つ
、
公
海
漁
業
規
制
の
分
野
で
固
有
の
理
由
と
意
義
を
伴
っ
て
、
旗
国
主
義
の
見
直
し
と
再
構
築
の

要
請
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

国
連
海
洋
法
条
約
は
、
公
海
漁
業
に
お
け
る
旗
国
主
義
、
領
海
に
お
け
る
沿
岸
国
の
領
域
主
権
の
一
環
と
し
て
の
漁
業
規
制
、
排
他
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的
経
済
水
域
で
の
沿
岸
国
の
（
生
物
資
源
の
探
査
・
開
発
に
関
す
る
）
主
権
的
権
利
を
規
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
連
海
洋
法
条
約

の
実
施
協
定
で
あ
り
一
般
条
約
と
し
て
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
と
、
中
西
部
太
平
洋
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
条
約
は
、
公
海
上
で
非
旗
国
が
一
定
の

要
件
の
も
と
に
乗
船
措
置
を
と
り
、
さ
ら
に
特
定
の
場
合
に
は
、
証
拠
を
確
保
す
る
こ
と
や
乗
船
継
続
な
ど
を
認
め
て
い
る
（
Ｆ
Ｓ
Ａ

二
一
条
、
二

15
）

二
条
）。

乗
船
措
置
以
外
に
も
、
す
で
に
漁
業
条
約
や
機
構
は
、
非
旗
国
に
よ
る
措
置
を
含
む
漁
業
規
制
の
た
め
の
国
際
協
力
措
置
を
展
開
し

て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
措
置
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
漁
船
か
ら
の
通
報
制
度
や
、
漁
船
に
必
要
な
装
備
を
登
載
さ
せ
るV

essel
 

M
o
n
ito
rin
g
 
S
y
stem

（
船
舶
監
視
制
度
、
以
下
、
Ｖ
Ｍ
Ｓ
）
に
よ
る
漁
船
の
条
約
適
用
海
域
へ
の
出
入
域
お
よ
び
所
在
の
把
握
と

16
）

規
制
、
条
約
適
用
海
域
で
の
漁
獲
を
許
さ
れ
て
い
る
船
舶
の
リ
ス
ト
化
（
大
西
洋
マ
グ
ロ
漁
業
委
員
会
の
採
用
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
」

化
、
あ
る
い
は
、
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
の
採
用
す
る
違
反
漁
船
・
漁
獲
禁
止
船
舶
の
リ
ス
ト
化
で
あ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
化
）、
漁
獲

物
証
書
制
度
（
南
マ
グ
ロ
保
存
条
約
や
大
西
洋
マ
グ
ロ
漁
業
委
員
会
の
採
用
す
る
荷
揚
げ
時
の
貿
易
産
品
の
証
書
制
度
や
、
南
極
生
物
資
源
保

存
条
約
の
採
用
す
る
漁
獲
の
時
点
で
荷
揚
げ
も
し
く
は
転
載
予
定
の
す
べ
て
の
漁
獲
物
に
関
す
る
証
書
制
度
な
ど
）、
南
極
生
物
資
源
保
存
条

約
の
採
択
す
る
旗
国
と
は
異
な
る
国
籍
の
監
視
員
の
乗
船
制
度
や
、
北
大
西
洋
漁
業
機
構
の
採
用
す
る
検
査
員
制
度
な
ど
が

17
）

あ
る
。
こ

れ
ら
の
漁
業
条
約
や
機
構
に
よ
る
発
展
に
加
え
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
実
施
協
定
で
あ
り
一
般
条
約
と
し
て
、
か
つ
、

洋
上
で
の
非
旗
国
の
乗
船
措
置
を
認
め
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
旗
国
主
義
へ
の
例
外
を
設
定
し
た
こ
と
は
大
き
な
重
み
を
も
つ
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
採
択
に
な
る
条
約
や
非
拘
束
的
文
書
は
、
旗
国
に
よ
る
実
効
的
な
規
制
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
船
舶
登
録
変
更

（

18
）

refla
g
g
in
g

）
に
よ
り
漁
船
が
規
制
逃
れ
を
は
か
る
（
漁
業
条
約
や
機
構
の
非
締
約
国
や
、
漁
業
資
源
保
存
措
置
を
遵
守
す
る
意
思
や
能
力

の
な
い
国
を
旗
国
と
す
る
、
船
舶
登
録
変
更
を
繰
り
返
し
て
、
船
舶
登
録
あ
る
い
は
転
載
や
荷
揚
げ
な
ど
の
漁
獲
の
前
後
の
過
程
を
た
ど
る
こ
と

を
困
難
に
す
る
な
ど
し
て
規
制
逃
れ
を
は
か
る
）
問
題
な
ど
も
取
り
上
げ
て

19
）

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
旗
国
の
義
務
も
強
調

し
つ
つ
（
一
八
条
）、
非
旗
国
に
よ
る
公
海
上
で
の
乗
船
措
置
を
規
定

20
）

す
る
。
表
見
的
に
は
二
者
は
両
極
の
内
容
を
も
つ
よ
う
に
み
え
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る
。
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
旗
国
に
よ
る
実
効
的
規
制
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
認
識
は
共
通
し
て
い
よ
う
。

し
か
も
、
次
の
点
に
み
る
よ
う
に
、
非
旗
国
に
よ
る
管
轄
権
行
使
の
承
認
に
よ
り
旗
国
主
義
へ
の
例
外
が
成
立
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
旗
国
お
よ
び
非
旗
国
間
で
の
管
轄
権
配
分
の
多
岐
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

第
二
に
、
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
の
み
な
ら
ず
、
管
轄
権
の
種
類
（
立
法
・
執
行
・
裁
判
）
ご
と
に
、
関
係
諸
国
間
で
管
轄
権
配

分
が
多
岐
化
し
詳
細
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。

国
連
海
洋
法
条
約
一
二
部
も
海
洋
環
境
の
保
護
・
保
全
の
分
野
で
は
、
各
海
域
と
汚
染
源
ご
と
に
、
か
つ
、
管
轄
権
の
種
類
（
立

法
・
執
行
・
裁
判
管
轄
権
）
ご
と
に
、
旗
国
・
沿
岸
国
・
寄
港
国
へ
の
詳
細
な
管
轄
権
配
分
を
実
現
し
て
い
る
。
が
、
国
際
漁
業
規
制

に
つ
い
て
は
、
公
海
で
は
旗
国
主
義
、
排
他
的
経
済
水
域
で
は
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
詳
細
な
管

轄
権
配
分
の
規
定
は
な
い
。
そ
れ
に
比
し
て
、
最
近
の
公
海
漁
業
に
対
す
る
国
際
規
制
で
は
、
公
海
上
で
非
旗
国
に
も
管
轄
権
行
使
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
管
轄
権
の
種
類
ご
と
の
、
さ
ら
に
は
、
た
と
え
ば
、
執
行
措
置
の
中
で
も
、
乗
船

継
続
は
非
旗
国
が
行
な
っ
て
も
、
船
舶
の
抑
留
・
拿
捕
は
旗
国
に
委
ね
る
か
旗
国
の
合
意
を
根
拠
と
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
措
置
の
単

位
で
の
配
分
も
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

後
に
も
述
べ
る
が
、IU
U
 
fish

in
g

の
国
際
規
制
に
お
い
て
は
、
海
上
に
お
け
る
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
獲
」（IU

U
 
fish

in
g

）
の
側
面
に
限
定

せ
ず
、
船
舶
所
有
・
船
舶
登
録
、
漁
獲
、
転
載
、
荷
揚
げ
、
貿
易
と
い
っ
た
い
わ
ば
一
連
を
な
す
「
事
業＝

漁
業
」（IU

U
 
o
p
era

-

tio
n

）
と
と
ら
え
て
、
こ
れ
に
対
し
て
包
括
的
か
つ
実
効
的
に
規
制
を
か
け
る
視
座
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

21
）

い
る
。
そ
の
よ
う
な
議
論

で
も
、
旗
国
だ
け
で
は
な
く
沿
岸
国
・
寄
港
国
な
ど
の
非
旗
国
が
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
業
」
が
も
つ
多
様
な
側
面
に
対
し
て
規
制
・
執
行
の

機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
非
旗
国
を
含
む
関
係
諸
国
に
よ
る
管
轄
権
行
使
の
可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

⑶

こ
こ
で
二
点
に
ま
と
め
て
確
認
し
た
公
海
漁
業
規
制
を
め
ぐ
る
法
現
象
は
、
公
海
と
領
海
の
二
元
制
度
を
成
立
さ
せ
た
伝
統
的

な
海
洋
法
で
の
管
轄
権
配
分
と
規
制
手
法
に
照
ら
す
と
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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次
で
は
ま
ず
、
伝
統
的
な
海
洋
法
に
お
け
る
旗
国
主
義
の
意
義
と
限
界
と
い
う
視
点
か
ら
、
公
海
漁
業
の
自
由
と
そ
れ
に
対
す
る
国

際
規
制
の
発
展
と
、
旗
国
主
義
と
の
関
連
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

7
）

た
と
え
ば
、R

.
R
.
C
h
u
rch

ill a
n
d
 
A
.
V
.
L
o
w
e,
T
h
e
 
L
aw
 
of
 
th
e
 
S
ea
,
T
h
ird
 
ed
.,
(1999,

M
a
n
ch
ester ),

p
p
. 296-310;

R
.
R
a
y
fu
se,

“T
h
e

 
In
terrela

tio
n
sh
ip b

etw
een th

e G
lo
b
a
l In

stru
m
en
ts o

f In
tern

a
tio
n
a
l F
ish
eries L

a
w
,”
in H

ey
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 110-113;

K
.
M
.
G
jerd

e,

“H
ig
h S

ea
s F

ish
eries M

a
n
a
g
em
en
t u
n
d
er th

e C
o
n
v
en
tio
n o

n th
e L

a
w
 
o
f th

e S
ea
,”
in D

.
F
reesto

n
e,
R
.
B
a
rn
es a

n
d D

.
O
n
g ed

s,
T
h
e L

aw
 

of th
e S

ea
―
―
P
rogress an

d
 
P
rospects

(2006,
O
x
fo
rd
),
p
p
. 281-291.

8
）

Ｆ
Ｓ
Ａ
に
お
け
る
生
態
系
の
観
点
か
ら
の
漁
業
資
源
保
存
の
概
念
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、K

a
n
eh
a
ra
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 10-15.

9
）

生
態
系
保
護
の
観
念
が
生
物
資
源
保
存
の
概
念
を
拘
束
す
る
と
な
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
生
態
系
保
護
の
観
念
は
、
商
業
捕
鯨
の
国
際
規
制
に
関
し
て
、
一
方
で
、
商

業
捕
鯨
の
禁
止
お
よ
び
鯨
類
保
護
の
論
拠
に
も
な
る
。
他
方
で
、
そ
れ
は
同
時
に
、
鯨
類
が
捕
食
す
る
魚
種
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
は
鯨
類
を
捕
獲
す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
、
商
業
捕
鯨
禁
止
の
解
除
の
論
拠
に
も
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
な
ど
に
つ
き
、A

.
K
a
n
eh
a
ra
,
“A
 
N
ew
 
o
r P

a
th
o
lo
g
ica

l T
en
d
en
cy
 
in
 
th
e In

tern
a
tio
n
a
l

 
R
eg
u
la
tio
n o

f W
h
a
lin
g
―
―
F
ro
m
 
th
e P

ersp
ectiv

e o
f th

e In
tern

a
tio
n
a
l R

eg
u
la
tio
n o

f W
h
a
lin
g
―
―
,”
47
T
h
e Japan

ese A
n
n
u
al of In

tern
a-

tion
al L

aw
(2004),

p
. 38.

10
）

こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
す
で
に
、
一
九
六
九
年
に
マ
ル
タ
の
パ
ル
ド
ー
国
連
大
使
が
、
深
海
底
制
度
の
先
駆
と
な
る
観
念
を
表
明
し
た
と
き
に
、
同
時
に
示
さ
れ
て

い
た
。A

.
P
a
rd
o
,
T
h
e C

om
m
on H

eritage:
S
elected

 
P
apers on O

cean
s an

d
 
W
orld

 
O
rd
er

(1975,
M
a
lta
).

そ
の
点
を
あ
ら
た
め
て
評
価
す
る
も
の
と
し

て
、L

.
B
.
S
o
h
n
,
“M

a
n
a
g
in
g th

e L
a
w
 
o
f th

e S
ea
―
―
A
m
b
a
ssa

d
o
r P

a
rd
o
’s F

o
rg
o
tten S

eco
n
d Id

ea
,”
in J.

I.
C
h
a
rn
ey
,
D
.
K
.
A
n
to
n a

n
d M

.

E
.
O
’C
o
n
n
ell ed

s.,
P
olitics,

V
alu

es an
d
 
F
u
n
ction

s ―
―
In
tern

ation
al L

aw
 
in
 
th
e
21

C
en
tu
ry,

E
ssays in

 
H
on
or of P

rofessor L
ou
is H

en
kin

(1997,
T
h
e H

a
g
u
e /
L
o
n
d
o
n
/
B
o
sto

n
),
p
p
. 278-281;

G
.
H
ew
iso
n
,
“B
a
la
n
cin

g th
e F

reed
o
m
 
o
f F

ish
in
g a

n
d C

o
a
sta

l S
ta
te Ju

risd
ictio

n
,”
in

 
H
ey
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 175.

11
）

漁
業
条
約
や
機
構
に
関
す
る
簡
潔
な
総
括
と
し
て
、
た
と
え
ば
、C

h
u
rch

ill a
n
d L

o
w
e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
p
. 296-305.

12
）

履
行
協
定
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、D

.
A
.
B
o
lto
n
,
“T
h
e C

o
m
p
lia
n
ce A

g
reem

en
t,”

in H
ey
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 31-54.

13
）

行
動
綱
領
の
意
義
は
、
包
括
性
・
予
防
原
則
の
明
示
・
行
動
綱
領
の
実
施
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
漁
業
委
員
会
へ
の
定
期
的
報
告
な
ど
を
通
じ
て
検
証
し
て
い
く
点
に
あ
る
こ
と

な
ど
に
つ
き
、G

.
M
o
o
re,

“T
h
e C

o
d
e o

f C
o
n
d
u
ct fo

r R
esp

o
n
sib
le F

ish
eries,”

in ib
id
.,
p
p
. 94-95.

14
）

A
ctio

n P
la
n

の
起
草
過
程
に
加
え
て
、
こ
れ
に
お
い
てIU

U
 
fish

in
g

の
包
括
的
な
定
義
が
な
さ
れ
た
が
諸
国
の
異
論
も
あ
り
、
か
か
る
定
義
がA

ctio
n P

la
n

と
い
う
文
書
上
限
り
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
も
と
に
合
意
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
き
、W

.
E
d
eso

n
,
“T
h
e In

tern
a
tio
n
a
l P

la
n
 
o
f A

ctio
n
 
o
n
 
Illeg

a
l

 
U
n
rep

o
rted a

n
d U

n
reg

u
la
ted F

ish
in
g
:
T
h
e L

eg
a
l C
o
n
tex

t o
f a N

o
n
-L
eg
a
lly B

in
d
in
g In

stru
m
en
t,”

16(4)
In
tern

ation
al Jou

rn
al of M

arin
e

 
an
d
 
C
oastal L

aw
(2001),

p
p
. 617-620.

な
お
、A

ctio
n P

la
n

に
お
け
るIU

U
 
fish

in
g

の
定
義
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
１
）
参
照
。
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15
）

中
西
部
太
平
洋
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
条
約
は
、
二
六
条
二
項
に
よ
り
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
関
連
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
み

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
起
草
過
程
の
分
析
と
し
て
は
、J.-P

.
L
ev
y
 
a
n
d
 
G
.
G
.
S
ch
ra
m
 
co
m
p
lied

 
a
n
d
 
in
tro

d
u
ced

,
U
n
ited

 
N
ation

s
 

C
on
feren

ce on
 
S
trad

d
lin
g
 
F
ish
 
S
tocks an

d
 
H
igh

ly
 
M
igratory

 
F
ish
 
S
tocks ―

―
S
elected

 
D
ocu

m
en
ts
(1996,

T
h
e H

a
g
u
e /
L
o
n
d
o
n
/
B
o
sto

n
);

M
o
rita

k
a H

a
y
a
sh
i,
“T
h
e S

tra
d
d
lin
g a

n
d H

ig
h
ly M

ig
ra
to
ry F

ish S
to
ck
s A

g
reem

en
t,”

in H
ey
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 55-83.

16
）

中
部
ベ
ー
リ
ン
グ
海
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
保
存
管
理
条
約
一
一
条
３
項
⒜
や
、
中
西
部
太
平
洋
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
条
約
二
四
条
八
項
な
ど
に
規
定
が
あ
り
、
南
極
生

物
資
源
保
存
条
約
で
も
、
一
九
九
五
年
以
来
、
Ｖ
Ｍ
Ｓ
の
導
入
が
、
漁
船
の
航
行
の
自
由
と
の
関
係
と
と
も
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
や
国
内
法
諸
例
な
ど
も
含
め

て
、
拙
稿
「
漁
業
資
源
保
存
の
諸
条
約
に
お
け
る
規
制
手
法
と
航
行
の
自
由
の
整
合
性
」『
海
上
保
安
国
際
紛
争
事
例
の
研
究
』
第
三
号
（
二
〇
〇
二
、
海
上
保
安
協

会
）、
四
六
｜
七
七
頁
。

17
）

こ
れ
ら
の
漁
業
条
約
や
機
構
に
お
け
る
執
行
に
関
す
る
実
践
に
つ
い
て
は
、R

a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

.
3,

簡
潔
な
総
括
と
し
て
は
、ib

id
.,
p
p
. 329-344.

18
）

船
舶
登
録
変
更
は
、
第
一
に
、
船
舶
と
旗
国
と
の
真
正
な
結
合
を
担
保
せ
ず
旗
国
管
轄
権
の
実
効
的
な
行
使
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
は
、
旗
国
主
義
へ
の
重
大
な
欠
陥

を
導
く
こ
と
、
第
二
に
、
本
稿
で
は
公
海
漁
業
規
制
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
限
ら
ず
お
よ
そ
旗
国
主
義
に
基
づ
く
具
体
的
な
国
際
規
制
が
実
施
さ
れ
な
い
こ
と

と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
ふ
れ
る
も
の
と
し
て
、A

.
Y
a
n
k
o
v
,
“R
efla

g
g
in
g o

f F
ish
in
g V

essels:
C
ritica

l A
ssessm

en
t o
f its

 
Im
p
a
ct o

n th
e E

n
fo
rcem

en
t o
f F

ish
in
g R

eg
u
la
tio
n
s a

n
d th

e R
esp

o
n
ses T

h
ereto

,”
in P

.
E
h
lers,

E
.
M
a
n
n
-B
o
rg
ese a

n
d R

.
W
o
lfru

m
 
ed
s.,

M
arin

e Issu
es,

(2002,
T
h
e H

a
g
u
e /
L
o
n
d
o
n
/
N
ew
 
Y
o
rk
),
p
p
. 196-198.

異
な
る
観
点
か
ら
船
舶
登
録
変
更
の
国
際
法
上
の
問
題
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、

R
.
W
o
lfru

m
,
“R
efla

g
g
in
g
 
a
n
d
 
E
sco

rt O
p
era

tio
n
 
in
 
th
e
 
P
ersia

n
 
G
u
lf:

A
n
 
In
tern

a
tio
n
a
l L

a
w
 
P
ersp

ectiv
e,”

29
V
irgin

ia
 
Jou

rn
al
 
of

 
In
tern

ation
al L

aw
(1989),

p
p
. 387-394.

19
）

た
だ
し
、
船
舶
登
録
変
更
が
正
当
な
理
由
を
伴
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
を
制
限
し
て
し
ま
う
こ
と
に
懸
念
が
示
さ
れ
た
た
め
に
、
履
行
協
定
Ⅲ
条
で
は
、
船
舶
登
録
変

更
そ
れ
自
体
を
制
限
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
船
舶
登
録
変
更
を
行
う
漁
船
が
、
事
前
に
保
存
措
置
の
効
果
を
阻
害
し
た
記
録
が
あ
る
場
合
に
は
、
新
旗
国
は
当
該
漁
船
に

漁
業
許
可
を
与
え
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
な
ど
に
つ
き
、B

o
lto
n
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 12,p
p
. 39-43, 50.

船
舶
登
録
変
更
の
問
題
状
況
に

つ
き
、R

a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 35-36.

20
）

Ｆ
Ｓ
Ａ
や
中
西
部
太
平
洋
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
条
約
な
ど
の
規
定
す
る
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
が
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
旗
国
と
非
旗

国
と
の
間
で
管
轄
権
の
多
岐
的
配
分
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
旗
国
主
義
へ
の
「
例
外
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
い
か
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
の

第
二
の
点
も
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
後
述
す
る
。

21
）

そ
う
し
た
趣
旨
を
反
映
す
る
た
め
に
は
、「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
獲
（IU

U
 
fish

in
g

）」
に
代
え
て
「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
事
業
あ
る
い
は
漁
業
（IU

U
 
operation

）」
の
語
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
は
、IU

U
 
operation

を
、
事
業
と
し
て
の
漁
業
と
い
う
意
味
で
「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
」
と
記
す
こ
と
に
す
る
。「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
」
の
語
は
、
洋
上

で
の
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
獲
行
為
に
対
す
る
規
制
や
執
行
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
業
」
の
一
連
を
な
す
要
素
の
全
て
に
対
し
て
、
多
面
的
に
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て

こ
そ
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
業
」
に
実
効
的
な
規
制
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
論
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、O

.

S
c.
S
to
k
k
e
 
a
n
d
 
D
.
V
id
a
s,
“R
eg
u
la
tin
g
 
IU
U
 
F
ish
in
g
 
o
r C

o
m
b
a
tin
g
 
IU
U
 
O
p
era

tio
n
s?”

in
 
O
E
C
D
,
F
ish
 
P
iracy

―
―
C
om
batin

g
 
Illegal,
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U
n
reported

 
an
d
 
U
n
regu

lated
 
F
ish
in
g
,
(h
erein

a
fter referred to a

s F
ish P

iracy
）
(2004),

p
p
. 20-23;

K
.
R
ig
g
,
R
.
P
a
rm
en
tier a

n
d D

.
C
u
rrie,

“H
a
ltin

g IU
U
 
F
ish
in
g
:
E
n
fo
rcin

g In
tern

a
tio
n
a
l F
ish
eries A

g
reem

en
t,”

in ib
id
.,
p
p
. 370-371;

G
jerd

e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
p
. 289-290,

301-303;

E
.
H
ey
,
“R
eco

n
cep

tu
a
liza

tio
n o

f th
e Issu

es In
v
o
lv
ed in In

tern
a
tio
n
a
l F
ish
eries C

o
n
serv

a
tio
n a

n
d M

a
n
a
g
em
en
t,”

in H
ey
,
o
p cit.,

su
p
ra n

.

3,
p
p
. 582-583.

三

漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
の
見
直
し
か
ら
再
構
築
へ
の
可
能
性

１

公
海
自
由
（
公
海
漁
獲
自
由
）
の
原
則
と
旗
国
主
義

⑴

公
海
の
自
由
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
国
も
海
洋
を
自
由
に
利
用
で
き
る
と
い
う
積
極
的
意
味
と
、
い
ず
れ
の
国
も
公

海
に
主
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
消
極
的
意
味
を

22
）

も
つ
。
本
稿
で
は
、
公
海
漁
業
の
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
に
焦
点

を
あ
て
て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
漁
獲
の
自
由
へ
の
規
制
と
旗
国
主
義
の
原
則
性
と
の
関
係
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
簡
潔
に
公
海
漁
獲
の
自
由
の
成
立
と
変
遷
を
た
ど
っ
て
お
く
。

⑵

公
海
自
由
の
原
則
が
成
立
し
た
時
期
の
主
た
る
海
洋
利
用
は
、
航
行
と
漁
獲
で
あ
っ
た
。
海
洋
自
由
論
争
に
こ
こ
で
立
ち
入
る

こ
と
は
、
筆
者
の
能
力
を
は
る
か
に
越
え

23
）

る
が
、
一
九
世
紀
以
降
に
漁
業
資
源
の
保
存
意
識
が
高
ま
り
定
着
す
る
以
前
の
議
論
が
現
在

で
は
妥
当
し
な
い
こ
と
を
、
次
の
理
由
と
と
も
に
指
摘
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
よ
う
。

現
行
の
国
連
海
洋
法
条
約
八
七
条
二
項
（
同
趣
旨
と
し
て
公
海
条
約
二
条
）
に
み
る
よ
う
に
、
公
海
使
用
の
自
由
は
、「
他
国
の
利
益

に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
」
と
い
う
一
般
的
な
制
約
に
服
す
る
。
つ
ま
り
は
、
他
国
も
平
等
に
公
海
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
る

限
り
に
お
い
て
、
航
行
や
漁
獲
と
い
っ
た
「
利
用
の
形
態
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
国
も
公
海
を
自
由
に
利
用
で
き
る
。

換
言
す
れ
ば
、
一
国
の
利
用
が
他
国
の
利
用
を
阻
害
す
る
よ
う
な
利
用
の
性
質
や
態
様
の
場
合
に
は
、「
他
国
の
利
益
に
妥
当
な
考

慮
を
払
う
」
と
い
う
制
限
を
課
す
る
に
と
ど
め
て
、
公
海
使
用
の
自
由
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
で
、
か
り
に
漁

業
資
源
が
無
尽
蔵
で
あ
れ
ば
、
一
国
に
よ
る
公
海
で
の
自
由
な
漁
獲
が
、
他
国
の
漁
獲
を
阻
害
す
る
と
は
い
い
に
く
い
。
そ
の
場
合
に
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は
、
航
行
や
漁
獲
の
い
ず
れ
の
利
用
形
態
で
も
、
公
海
使
用
の
自
由
を
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で

24
）

き
る
。
け
れ
ど
も
、
漁
業
資
源
が
無

尽
蔵
で
は
な
く
限
り
が
あ
り
枯
渇
し
う
る
と
す
れ
ば
、
自
由
競
争
に
よ
り
強
国
が
漁
獲
を
し
尽
く
し
て
し
ま
え
ば
、
他
国
は
漁
獲
に
よ

る
利
益
を
享
受
で
き
な
い
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
他
国
の
漁
獲
利
益
を
確
保
す
る
よ
う
に
漁
獲
の
自
由
を
制
約
す
る
と
し
て
、
か
か

る
制
約
を
表
す
原
則
を
「
他
国
の
利
益
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
」
原
則
と
呼
ぶ
か
否
か
は
と
も
か
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
漁
獲
の
自
由

は
、
航
行
の
自
由
と
同
じ
意
味
で
は
、
そ
も
そ
も
成
立
し
え
な
く

25
）

な
る
。

⑶

一
九
五
八
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
海
洋
法
四
条
約
は
、
公
海
漁
業
資
源
保
存
条
約
を
含
む
が
、
公
海
条
約
二
条
は
、
漁
獲
の
自
由
を

と
く
に
留
保
を
付
す
る
こ
と
な
く
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
は
、
主
に
一
一
六
条
か
ら
一
一
九
条
に
よ
る

制
限
を
前
提
と
し
て
、
八
七
条
一
項
⒠
は
、
そ
れ
に
服
す
る
限
り
に
お
い
て
の
み
漁
獲
の
自
由
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
七

条
二
項
の
「
他
国
の
利
益
へ
の
合
理
的
な
考
慮
を
払
う
」
と
い
う
制
限
だ
け
に
は
と
ど
め
ず
に
、
航
行
の
よ
う
な
他
の
利
用
と
は
異
な

り
、
公
海
上
の
漁
獲
に
は
固
有
の
制
限
が
伴
う
こ
と
が
明
確
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
、
漁
業
資
源
の
保
存
意
識
の
定
着
と
向
上
、
そ
し
て
、
漁
業
資
源
保
存
の
た
め

の
条
約
慣
行
や
国
際
・
地
域
組
織
群
の
設
立
を
背
景
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
漁
業
条
約
や
機
構
が
設
定
す
る
保
存
措
置
の
適
用
の
な

い
海
域
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
ら
の
非
締
約
国
に
よ
る
漁
業
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
な
い
限
り
、
公
海
で
の
漁
獲
は
も
は
や

「
自
由
で
は
な
い
」
の
で

26
）

あ
る
。

⑷

こ
の
よ
う
に
、
公
海
漁
獲
の
自
由
が
か
な
り
の
程
度
に
制
約
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
、
公
海
に
お

け
る
漁
業
規
制
に
つ
き
旗
国
主
義
の
原
則
も
ま
た
効
力
を
失
う
と
か
減
ず
る
と
い
う
わ
け
で
は

27
）

な
い
。
そ
れ
は
、
公
海
使
用
の
自
由
の

原
則
と
、
公
海
の
秩
序
維
持
の
し
く
み
と
し
て
の
旗
国
主
義
と
の
間
に
関
連
が
承
認
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
る
。
両
者
が
、
別
個
独
立
に

公
海
自
由
の
原
則
の
二
つ
の
側
面
を
構
成
し
て
い
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
か
り
に
、
一
方
で
、
公
海
漁
獲
の
自
由
が
「
自
由
」
た
る
こ

と
を
か
な
り
の
程
度
に
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
し
て
も
、
他
方
で
、
公
海
漁
業
規
制
の
手
法
と
し
て
の
旗
国
主
義
に
は
、
い
さ
さ
か
も
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影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
公
海
漁
業
規
制
の
た
め
の
国
際
義
務
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
れ
を
適
用
・
執
行
す
る
「
排
他
的
」
管

轄
権
が
、
旗
国
主
義
に
し
た
が
っ
て
、
旗
国
の
手
中
に
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

伝
統
的
に
海
賊
に
つ
い
て
、
そ
し
て
国
連
海
洋
法
条
約
一
一
〇
条
が
規
定
す
る
そ
の
他
の
事
由
に
つ
い
て
は
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
あ
る
形
態
の
公
海
利
用
に
つ
き
、
公
海
使
用
の
自
由
は
規
制
さ
れ
る
が
、
か
か
る
規
制
が
旗
国
の
排

他
的
管
轄
権
に
委
ね
ら
れ
る
事
由
と
、
他
方
で
、
公
海
使
用
の
自
由
が
規
制
さ
れ
、
か
つ
そ
の
規
制
の
手
法
に
お
い
て
旗
国
主
義
へ
の

例
外
を
認
め
て
国
際
規
制
が
実
施
さ
れ
る
事
由
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
か
な
る
事
由
で
あ
れ
ば
、

あ
る
い
は
、
い
か
な
る
国
際
社
会
の
共
通
利
益
が
保
護
さ
れ
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
国
際
規
制
を
実
現
す
る
た
め
に
、
旗
国
主
義
の
例
外

を
設
定
す
る
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
み
て
、
両
者
の
事
由
間
に
実
質
的
な
相
違
が
仮
に
存
在
し
な
い
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
も
そ
も
、
公
海
秩
序
維
持
の
手
法
と
し
て
の
旗
国
主
義
の
原
則
性
そ
れ
自
体
が
堅
固
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
理
由

に
も
な
る
の
で
あ
る
。

２

公
海
使
用
に
対
す
る
国
際
規
制
と
旗
国
主
義
の
原
則
性

⑴

公
海
自
由
の
原
則
が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
公
海
と
い
う
空
間
に
は
い
ず
れ
の
国
も
領
域
主
権
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
公

海
上
の
船
舶
は
、
旗
国
の
排
他
的
管
轄
権
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
て

28
）

き
た
。
船
舶
が
「
浮
か
べ
る
領
土
」
と
し
て
領
域
主
権
の
「
可
動

の
」
行
使
単
位
な
い
し
は
範
囲
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
船
籍
を
連
結
点
と
し
て
い
わ
ば
属
人
的
に
「
船
籍
国
（
登
録
国
）」
に
よ

る
管
轄
権
が
行
使
さ
れ
る
の
か
、
説
明
は
時
代
や
学
説
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
あ

29
）

っ
た
。
と
は
い
え
、
国
連
海
洋
法
条
約
九
二
条
に
結

実
し
て
い
る
よ
う
に
、
旗
国
主
義
は
、
す
で
に
慣
習
国
際
法
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。

⑵

た
だ
し
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
に
つ
き
、
公
海
使
用
の
自
由
と
、
公
海
秩
序
維
持
の
し
く
み
で
あ
る
旗
国
主
義
と
の
論
理
的
な

関
係
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
よ
り
整
理
し
つ
く
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
海
洋
は
領
有
が
不
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
領
有
に
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も
と
づ
く
権
利
を
国
家
は
公
海
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
際
規
律
が
必
要
で
あ
り
そ
れ
は
旗
国
に
よ
る
べ
き
で

30
）

あ
る
、
あ
る
い
は
、
諸
国
は
海
洋
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
国
も
他
国
（
の
船
舶
）
に
対
し

て
は
権
利
を
行
使
す
る
根
拠
を
も
た
ず
、
秩
序
維
持
の
た
め
の
実
際
的
で
簡
明
な
方
法
が
旗
国
主
義
で
あ
る
と
も
さ

31
）

れ
る
。
そ
し
て
、

公
海
条
約
六
条
一
項
や
国
連
海
洋
法
条
約
九
二
条
一
項
が
「
船
舶
は
…
…
航
海
に
お
い
て
そ
の
国
の
排
他
的
管
轄
権
に
服
す
る
」
と
規

定
す
る
よ
う
に
、
管
轄
権
の
種
類
（
立
法
・
執
行
・
裁
判
）
を
問
わ
ず
、
原
則
と
し
て
、
排
他
的
に
旗
国
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に

32
）

な
る
。

⑶

旗
国
主
義
へ
の
例
外
に
つ
き
、
従
来
は
、
公
海
上
の
「
一
般
警
察
」
権
は
、
事
項
や
海
域
に
限
定
が
な
く
、
慣
習
国
際
法
上
に

根
拠
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
公
海
上
で
非
旗
国
が
取
る
こ
と
の
で
き
る
措
置
と
し
て
の
、
国
旗
を
確
認
す
る
こ
と
と
近
接
権
が
認
め
ら

れ
て

33
）

き
た
。
か
つ
、
非
旗
国
が
管
轄
権
行
使
を
認
め
ら
れ
る
事
由
で
あ
り
慣
習
国
際
法
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
事
由
と
し
て
、
海
賊

が
挙
げ
ら
れ
て

34
）

き
た
。
公
海
条
約
二
二
条
や
国
連
海
洋
法
条
約
一
一
〇
条
は
、
一
般
条
約
に
よ
る
条
文
で
あ
る
が
、
海
賊
以
外
に
も
い

く
つ
か
の
事
由
を
公
海
上
で
非
旗
国
に
よ
る
措
置
が
認
め
ら
れ
る
対
象
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
し
て
、「
特
別
警
察
」

権
は
、
個
別
の
条
約
に
根
拠
を
も
ち
、
個
々
の
条
約
の
限
り
で
そ
の
事
由
に
関
す
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の

で

35
）

あ
る
。

け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
国
連
海
洋
法
条
約
一
一
〇
条
の
あ
げ
る
五
つ
の
事
由
が
、
同
じ
性
質
や
程
度
に
よ
り
国
際
社
会
の
共
通
利
益

を
侵
害
す
る
行
為
と
と
ら
え
う
る
事
由
で
あ
る
と
い
え
る
わ
け
で
は

36
）

な
い
。
海
賊
の
よ
う
に
、
航
行
の
安
全
と
い
う
一
般
利
益
の
侵
害

と
な
る
行
為
と
と
ら
え
う
る
事
由
も
あ
れ
ば
、
無
許
可
放
送
の
よ
う
に
、
さ
し
あ
た
り
は
か
か
る
放
送
を
傍
受
で
き
る
沿
岸
国
の
利
益

に
関
わ
る
行
為
も
あ
る
。
ま
た
、
奴
隷
貿
易
に
つ
い
て
は
、
過
去
と
現
在
と
で
は
、
そ
れ
が
国
際
社
会
の
普
遍
的
価
値
の
侵
害
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
意
味
あ
る
い
は
重
み
が
相
違
し
よ
う
。
無
国
籍
船
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
侵
害
行
為
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
旗

国
主
義
に
よ
る
秩
序
維
持
の
し
く
み
の
根
底
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
無
国
籍
は
他
の
事
由
と
は
性
質
が
異
な
る
。
自
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国
籍
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
の
嫌
疑
に
つ
い
て
は
、
国
籍
詐
称
と
い
う
点
で
は
無
国
籍
と
同
様
の
性
質
を
も
つ
で
あ
ろ
う
が
、
他
方

で
、
当
該
国
籍
国
に
固
有
の
利
益
の
侵
害
で
も

37
）

あ
る
。

そ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
を
前
提
と
し
て
、
慣
習
国
際
法
や
国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
り
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て

い
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
事
項
と
、
個
別
の
条
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
と
を
、
事
由
と
し
て
質
や
程
度
の
点
で
厳

密
に
区
別
す
る
意
義
は
減
殺
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

38
）

う
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
公
海
利
用
に
対
し
て
国
際
規
制
が
諸
国

に
よ
り
合
意
さ
れ
る
場
合
に
、
ま
ず
は
、
原
則
と
し
て
の
旗
国
主
義
に
よ
る
そ
の
実
現
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い

る
点
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
発
想
の
転
換
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
も
し
旗
国
主
義
に
そ
れ
ほ
ど
の
原
則
性
を

認
め
る
こ
と
に
合
理
性
が
伴
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
国
際
規
制
を
実
効
的
に
実
現
す
る
手
法
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

旗
国
と
関
係
国
間
に
管
轄
権
を
配
分
す
る
と
い
う
判
断
を
形
成
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

公
海
漁
業
規
制
、
航
行
の
安
全
、
大
量
破
壊
兵
器
運
搬
抑
止
な
ど
の
分
野
で
旗
国
主
義
の
例
外
を
設
定
す
る
条
約
慣
行
は
、
個
別
条
約

に
よ
る
例
外
の
設
定
と
い
う
よ
り
も
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
そ
の
も
の
に
対
す
る
疑
問
提
起
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
え

よ
う
。

⑷

公
海
使
用
の
自
由
の
原
則
に
つ
い
て
も
、
公
海
利
用
の
態
様
や
性
質
に
は
、
今
後
、
科
学
や
技
術
の
発
展
に
つ
れ
て
ど
の
よ
う

な
自
由
が
付
加
さ
れ
て
い
く
か
は
予
測
で
き
な
い
。
逆
に
、
公
海
使
用
の
自
由
を
謳
歌
し
て
い
た
利
用
形
態
で
あ
っ
て
も
、
漁
獲
が
ま

さ
に
そ
の
典
型
例
で
あ
る
よ
う
に
、
国
際
規
制
を
強
く
受
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
つ
ま
り
、
公
海
使
用
の
自
由
原
則
は
強
固
な
原
則

と
い
う
よ
り
も
、
柔
軟
に
新
た
な
利
用
態
様
に
自
由
を
付
与
し
て
い
く
と
同
時
に
、
自
由
た
る
こ
と
か
ら
後
退
す
る
事
由
も
あ
り
う
る

と
い
う
意
味
で
、
弾
力
的
で
あ
り
展
開
的
な
機
能
を

39
）

も
つ
。
現
実
に
、
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
諸
々
の
利
用
態
様
が
国
際
法
に
よ
り
制

限
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
つ
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外
が
同
時
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
点
（
公
海
使
用
の
自
由
の
縮
減
と
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外
の
増
大
）
に
鑑
み
れ
ば
、
最
近
の
実
践
を
、
海
洋
法
の
流
れ
と
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し
て
、
公
海
使
用
の
自
由
原
則
と
旗
国
主
義
と
の
「
連
動
」
を
示
す
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
完
全
に
は
否
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
海
使
用
の
自
由
が
縮
減
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
旗
国
主
義
の
例
外
の
増
大
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
公
海
利
用
が
国
際
規
制
を
受
け
る
場
合
に
、
そ
の
手
法
に
つ
き
、
原
則
と
し
て
旗
国
に
よ
る
排
他
的
管
轄
権
の
行
使
を
前
提
と

す
る
と
い
う
考
え
方
自
体
に
も
、
そ
れ
を
よ
り
柔
軟
に
解
す
る
余
地
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
当
該
国
際
規

制
の
実
効
的
な
実
現
と
い
う
視
点
を
失
う
こ
と
な
く
、
旗
国
管
轄
権
の
意
義
と
効
果
を
、
旗
国
主
義
の
「
原
則
性
」
を
前
提
と
す
る
こ

と
に
よ
り
議
論
を
硬
直
化
す
る
こ
と
な
く
再
考
す
る
重
大
な
契
機
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
よ
う
。

⑸

た
だ
し
、
公
海
漁
業
へ
の
国
際
規
制
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
漁
業
資
源
保
存
義
務
へ
の
違
反
は
、
旗
国
主
義
へ
の

一
般
的
な
例
外
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
国
連
海
洋
法
条
約
一
一
〇
条
の
事
由
に
付
加
さ
れ
う
る
よ
う
な
性
質
の
事
由
と
は
い
え
な
い
。

た
し
か
に
、
漁
業
条
約
や
機
構
網
の
発
達
に
よ
り
漁
業
規
制
の
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
漁
業
資
源

の
保
存
は
関
係
諸
国
に
と
っ
て
の
共
通
利
益
で

40
）

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
な
に
よ
り
も
、
沿
岸
か
ら
漁
業
資
源
へ
の
独
占
権
を
拡
張
し
た
い

国
と
（
遠
洋
）
漁
業
国
と
の
対
立
と
い
う
、
頑
迷
な
二
極
対
立
が
あ
る
。
し
か
も
、
特
定
の
魚
種
に
関
す
る
特
定
海
域
で
の
具
体
的
な

保
存
義
務
や
措
置
が
集
積
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
れ
ら
に
合
意
す
る
国
の
み
を
拘
束
す
る
以
上
、
漁
業
規
制
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
発

達
は
著
し
い
も
の
の
、
漁
業
資
源
の
保
存
と
し
て
共
通
の
内
容
を
定
め
る
こ
と
は
可
能
で
も
適
当
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
お
よ
そ

公
海
上
の
あ
る
漁
業
資
源
保
存
措
置
の
違
反
が
、
国
際
社
会
の
共
通
利
益
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
と
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き

41
）

な
い
。

国
連
海
洋
法
条
約
一
一
六
条
か
ら
一
一
九
条
も
、
協
力
を
中
心
と
し
て
極
め
て
抽
象
的
な
文
言
で
の
義
務
し
か
規
定
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
で
詳
細
な
義
務
内
容
や
資
源
の
保
存
措
置
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
は
、
国
際
・
地
域
機
構
を

通
じ
た
協
力
に
委
ね
た
の
で

42
）

あ
る
。
そ
こ
で
、
公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
は
、
個
々
の
条
約
実
践
を
一
つ
一
つ
確

認
し
て
解
釈
適
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
問
題
の
指
摘
に
と
ど
め
る
が
、
こ
う
し
た
国
際
漁
業
規
制
の
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
性
」
と
そ
れ
に
よ
る
規
制
の
非
実
効
化
へ
の
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対
処
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
漁
業
条
約
や
機
構
の
保
存
措
置
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
は
、
違
反
船
舶
の
旗
国
が
Ｆ
Ｓ
Ａ

の
締
約
国
で
あ
れ
ば
、
こ
の
国
家
が
当
該
漁
業
条
約
や
機
構
の
締
約
国
で
は
な
く
て
も
、
か
か
る
違
反
船
舶
に
対
す
る
非
旗
国
の
乗
船

措
置
を
と
る
こ
と
を
規
定

43
）

す
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
八
条
四
項
や
一
七
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
漁
業
条
約
や
機
構
に
よ
る
保
存

措
置
に
合
意
し
な
け
れ
ば
、
自
国
船
に
（
当
該
保
存
措
置
の
適
用
の
あ
る
漁
業
資
源
に
つ
い
て
の
）
許
可
を
与
え
る
こ
と
は
で

44
）

き
ず
、
そ

れ
は
、
漁
業
条
約
や
機
構
の
非
締
約
国
に
つ
い
て
も
同
様
の
禁
止
義
務
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
制
手
法
は
、
条
約
の
第
三
者
効
力
の
観

点
か
ら
完
全
に
は
疑
問
な
し
と
は
い
え
な
い
規
定
で
は

45
）

あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
特
定
魚
種
・
特
定
海
域
ご
と
に
漁
業
資
源
保
存
措

置
が
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
的
に
集
積
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
規
制
の
ぬ
け
道
を
防
ぎ
、
そ
の
効
果
を
活
か
す
べ
く
保
存
規
制
に
一
般

的
効
力
を
与
え
る
法
的
根
拠
を
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
与
え
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
こ
れ
ら
の
規
定
群

の
意
義
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い
。

⑹

こ
の
よ
う
に
、
公
海
漁
業
へ
の
国
際
規
制
が
進
展
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
手
法
は
原
則
と
し
て
は
旗
国
主
義
で

あ
り
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外
は
、
個
別
の
条
約
に
よ
る
根
拠
を
必
要
と
す
る
。
旗
国
主
義
は
、
旗
国
以
外
の
国
に
よ
り
干
渉
さ
れ
な
い

と
い
う
旗
国
（
お
よ
び
そ
の
船
舶
）
の
利
益
を
保
護
す
る
。
け
れ
ど
も
、
便
宜
置
籍
や
船
舶
登
録
変
更
に
よ
り
旗
国
に
よ
る
規
律
確
保

が
期
待
で
き
な
い
こ
と
や
、
公
海
漁
業
規
制
だ
け
で
は
な
く
他
の
分
野
で
の
旗
国
主
義
の
例
外
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る

と
、
旗
国
の
利
益
保
護
よ
り
も
、
相
対
的
に
は
、
国
際
規
制
を
実
効
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
と
か
か
る
視
点
が
よ
り
重
み
を

も
っ
て
き
た
と
み
な
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
公
海
利
用
に
対
す
る
国
際
規
制
が
合
意
さ
れ
る
段
階
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
実
現
方
法
と

し
て
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
際
規
制
を
実
効
的
に
実
現
す
る
と
い
う
視
点
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し

も
適
当
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

後
記
四
で
は
、
管
轄
権
配
分
の
多
岐
化
を
み
て
い
く
が
、
そ
こ
で
も
、
旗
国
管
轄
権
の
意
義
と
効
果
と
を
再
考
す
る
視
点
で
検
討
を

し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
旗
国
管
轄
権
に
何
を
ど
の
よ
う
に
委
ね
る
の
が
実
効
的
な
国
際
規
制
の
あ
り
方
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
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討
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
公
海
漁
業
規
制
に
お
い
て
旗
国
主
義
が
「
実
質
的
な
」
合
理
性
を
帯
び
て
い
る
か
に
つ
き
、
以
下
で
若

干
の
検
討
を
行
っ
て
お
く
。

３

漁
業
に
対
す
る
国
家
の
規
制
権

⑴

公
海
漁
獲
に
対
す
る
規
制
権
が
な
ぜ
旗
国
に
排
他
的
に
委
ね
ら
れ
る
の
か
と
の
関
連
で
、
公
海
で
旗
国
主
義
が
妥
当
す
る
と
し

て
も
、
そ
の
適
用
区
域
を
画
定
す
る
公
海
と
領
海
あ
る
い
は
排
他
的
経
済
水
域
と
の
境
界
の
意
義
を
、
漁
業
資
源
の
保
存
や
漁
業
規
制

の
観
点
か
ら
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
現
行
の
制
度
で
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
境
界
を
越
え
た
途
端
に
、
公
海

で
は
旗
国
主
義
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
公
海
で
は
旗
国
主
義
が
原
則
で
あ
る
こ
と
が
、
漁
業
資
源
保
存
規
制
と
い
う
目
的
に

照
ら
し
て
「
実
質
的
な
」
合
理
性
を
伴
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
再
考
で
あ
る
。
か
つ
、
最
近
の
非
旗
国
措
置
の
現
象
が
な
ぜ
発
生

し
て
き
た
か
、
実
際
に
非
旗
国
措
置
を
取
る
国
家
は
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
い
て
そ
う
す
る
の
か
を
検
討
す
る
に
際
し
て
も
、
諸
国
の

利
害
関
係
が
海
洋
法
を
形
成
し
変
更
し
て
き
た
経
緯
を
振
り
返
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
り
そ
こ
か
ら
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑵

漁
業
に
対
す
る
沿
岸
国
の
独
占
権
は
、
海
域
の
領
有
権
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
海
洋
自
由
論
で
も
、
限
ら
れ
た
沿
岸
海
域

で
沿
岸
国
が
漁
業
の
独
占
権
を
も
つ
こ
と
は
認
め
て

46
）

い
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
残
る
問
題
は
、
公
海
と
漁
業
に
関
し
て
沿
岸
国

（
お
よ
び
漁
業
国
）
の
権
利
が
及
ぶ
海
域
と
の
境
界
で
あ
る
。
そ
の
境
界
は
、
沿
岸
国
や
漁
業
国
と
い
っ
た
利
害
関
係
国
間
で
の
漁
業
資

源
の
配
分
、
漁
業
資
源
の
保
存
、
実
効
的
な
規
制
な
ど
の
観
点
か
ら
設
定
さ
れ
う
る
は
ず
で
あ
る
。
沿
岸
国
の
立
場
に
焦
点
を
あ
て
れ

ば
、
沿
岸
国
が
近
海
漁
業
に
よ
る
経
済
的
利
益
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
や
、
こ
の
目
的
達
成
に
関
連
す
る
限
り
で
資
源
保
存
（
漁
業

資
源
の
状
況
や
分
布
態
様
）
と
い
う
要
因
を
考
慮
し
て
、
沿
岸
国
漁
業
権
の
境
界
が
主
張
さ

47
）

れ
る
。

海
洋
の
自
由
を
め
ぐ
る
論
争
を
経
て
、
領
海
制
度
の
成
立
に
至
る
ま
で
は
、
漁
業
の
み
な
ら
ず
軍
事
・
衛
生
・
貿
易
・
出
入
国
な
ど
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個
々
の
事
例
ご
と
に
、
沿
岸
国
は
規
制
の
た
め
に
必
要
な
海
域
の
範
囲
を
想
定
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
領
海
制
度
が
成

立
す
る
過
程
で
、
沿
岸
国
の
近
接
海
域
で
の
漁
業
に
関
す
る
権
利
の
根
拠
は
、
他
の
事
項
の
そ
れ
と
と
も
に
領
域
主
権
の
中
に
収
斂

し
、
諸
々
の
事
項
に
関
し
て
沿
岸
国
の
権
利
が
及
ぶ
範
囲
も
、
領
海
の
幅
、
す
な
わ
ち
、
着
弾
距
離
に
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
３
カ
イ
リ

に
一
元
化
さ

48
）

れ
た
。

領
海
制
度
の
成
立
に
よ
り
、
漁
業
資
源
の
分
布
状
況
な
ど
の
固
有
の
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
漁
業
資
源
の
保
存
、
沿
岸
漁
業
利
益
、

沿
岸
国
権
利
の
実
効
的
行
使
の
可
能
性
と
い
っ
た
要
因
に
つ
き
、
そ
れ
ら
の
独
自
性
を
論
ず
る
契
機
は
、
領
域
主
権
と
領
海
境
界
の
中

に
埋
没

49
）

し
た
。
も
っ
と
も
、
沿
岸
国
権
利
の
実
効
的
行
使
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
領
海
が
三
カ
イ
リ
程
度
の
「
狭
い
」
海
域
で
あ

れ
ば
、
沿
岸
国
に
よ
る
実
効
的
な
漁
業
規
制
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
い
え
よ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
る
排
他
的
経
済
水
域
制
度
の
設
立
は
、
そ
の
点
へ
の
疑
義
を
も
、
あ
ら
た
め
て
惹
起
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

⑶

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
漁
業
資
源
保
存
の
意
識
が
向
上
す
る
中
で
、
一
九
五
八
年
の
公
海
漁
業
資
源
保
存
条
約
、
一
九
六
〇
年

の
六
カ
イ
リ
領
海
と
六
カ
イ
リ
漁
業
水
域
の
提
案
の
わ
ず
か
に
一
票
不
足
ゆ
え
の
不
成
立
を
経
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
は
、
排
他
的
経

済
水
域
制
度
を
新
設
し
た
。
そ
れ
は
、
全
て
の
事
項
に
沿
岸
国
の
権
利
が
及
ぶ
領
海
の
拡
大
は
一
二
カ
イ
リ
に
と
ど
め
て
、
一
九
七
四

年
漁
業
管
轄
権
事
件
本
案

50
）

判
決
に
も
み
る
よ
う
に
、
沿
岸
国
の
近
接
海
で
の
漁
業
利
益
（
優
先
権
）
と
（
遠
洋
）
漁
業
国
の
利
益
（
少

な
く
と
も
一
定
の
撤
退

p
h
a
se o

u
t

期
間
を
認
め
る
）
と
を
衡
量
す
る
た
め
の
方
途
を
探
り
続
け
た
国
際
社
会
が
、
辛
う
じ
て
到
達
し

た
結
論
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
に
は
、
沿
岸
国
に
よ
る
漁
業
資
源
保
存
の
実
施
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で

51
）

あ
り
、
同
時
に
、
国
際
社
会
の
た
め
に
漁
業
資
源
の
保
存
の
責
務
を
分
担
す
る
海
域
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で

52
）

あ
る
。

⑷

漁
業
資
源
の
保
存
の
観
点
か
ら
み
て
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
排
他
的
経
済
水
域
制
度
は
、
海
域
の
特
徴
や
漁
業
資
源
の
分
布
状
況

な
ど
を
理
由
と
し
て
、
一
定
程
度
に
は
根
拠
が
あ
る
と
の
説
明
も
な
く
は

53
）

な
い
。
け
れ
ど
も
、
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
す
る
す
べ
て
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の
諸
国
の
海
域
で
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
と
い
う
数
字
が
資
源
保
存
の
た
め
に
最
適
で
あ
る
と
い
う
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ゆ
え

に
、
歴
史
的
・
政
治
的
他
の
要
因
に
よ
り
主
張
が
な
さ
れ
、
遠
洋
漁
業
国
側
と
沿
岸
国
側
と
の
妥
協
が
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
と
い
う
水
域

を
排
他
的
経
済
水
域
の
範
囲
と
し
て
決
定
し
た
と
い

54
）

え
る
。

そ
の
よ
う
な
二
〇
〇
カ
イ
リ
境
界
の
人
為
性
を
顕
著
に
語
る
の
が
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
境
界
か
ら
公
海
を
覆
っ
て
分
布
す
る
魚
種
、
高

度
回
遊
性
魚
種
、
溯
河
性
・
降
河
性
魚
種
な
ど
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
排
他
的
経
済
水
域
に
分
布
が
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
魚

種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
き
国
連
海
洋
法
条
約
は
、
保
存
の
た
め
に
国
際
協
力
の
一
般
的
義
務
規
定
を
お
く
に
と
ど
め
て
い
る
。
つ
ま

り
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
オ
ッ
ト
セ
イ
事
件
が
示
し
た
問
題
状
況
（
領
海
境
界
を
越
え
れ
ば
公
海
漁
獲
の
自
由
原
則
の
適
用
が
あ
り
、
生
物
資
源

分
布
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
領
海
と
は
異
な
る
法
制
度
の
適
用
が
あ
る
）
は
、
排
他
的
経
済
水
域
と
公
海
と
の
間
で
、
依
然
と
し
て
火
種
を

く
す
ぶ
ら
せ
て
い
る
の
で

55
）

あ
る
。

⑸

排
他
的
経
済
水
域
内
で
漁
業
資
源
保
存
と
沿
岸
国
の
漁
業
利
益
を
調
和
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、
か
つ
、
限
定
的
と
は
い
え
、

従
来
同
海
域
で
漁
獲
を
行
っ
て
き
た
外
国
の
利
益
を
も
保
護
す
る
た
め
に
、
国
連
海
洋
法
条
約
六
一
、
六
二
条
が
詳
細
な
規
定
を

56
）

お
く
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
最
大
持
続
生
産
量
か
ら
自
国
の
漁
獲
可
能
量
を
減
じ
た
分
を
外
国
に
配
分
す
る
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
決
定
に
際
し
て
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
こ
と
を
国
連
海
洋
法
条
約
が
要
請
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
漁
獲
量
配
分
が
政
治
的
・
外
交
的
な
戦
術
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
実
践
の
語
る
と
こ
ろ
で

57
）

あ
る
。
ま
た
、
排
他
的
経
済

水
域
の
国
内
法
諸
例
で
も
、
こ
れ
ら
の
条
文
規
定
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
が
存
在
し
て

58
）

い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
り
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
排

他
的
経
済
水
域
制
度
の
趣
旨
・
目
的
そ
れ
自
体
は
、
漁
業
資
源
保
存
と
沿
岸
国
利
益
を
調
和
さ
せ
つ
つ
確
保
し
、
か
つ
、
従
来
の
遠
洋

漁
業
国
の
利
益
も
限
定
的
な
が
ら
考
慮
し
て
い
る
と
し
て
も
、
か
か
る
趣
旨
・
目
的
が
、
実
践
に
よ
り
必
ず
し
も
実
現
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
沿
岸
国
の
実
効
的
な
漁
業
規
制
と
い
う
要
因
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
排
他
的
経
済
水
域
の
全
域
で
、
す
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べ
て
の
沿
岸
国
が
そ
の
よ
う
な
能
力
を
も
つ
わ
け
で
は

59
）

な
い
。
漁
業
技
術
の
進
歩
は
、
ま
す
ま
す
洋
上
監
視
・
執
行
を
困
難
に
し
そ
の

た
め
の
費
用
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
で

60
）

あ
る
。

⑹

こ
こ
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
排
他
的
経
済
水
域
は
、
漁
業
資
源
の
保
存
、
沿
岸
国
の
漁
業
利
益
、
ま
た
、
沿
岸
国
に
よ
る
実
効

的
な
漁
業
規
制
の
確
保
と
い
っ
た
要
因
に
照
ら
し
て
、
適
当
な
幅
員
と
し
て
の
理
由
を
伴
う
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
排
他
的
経
済
水
域
の
境
界
を
越
え
た
途
端
に
公
海
と
な
り
、
公
海
漁
業
規
制
の
手
法
と
し
て
旗
国
主
義
の
原
則
性
を
固
守
す

る
こ
と
に
、
ど
れ
ほ
ど
強
く
実
質
的
な
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

４

公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
が
含
む
示
唆

⑴

法
制
度
の
適
用
で
あ
る
以
上
、
公
海
に
お
け
る
漁
獲
の
自
由
と
旗
国
主
義
の
原
則
性
に
は
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
け
れ
ど

も
、
公
海
と
排
他
的
経
済
水
域
と
の
区
分
が
歴
史
的
・
政
治
的
他
の
要
因
に
よ
る
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
漁
業
資
源
保
存
、

関
係
国
利
益
の
調
和
的
実
現
、
実
効
的
漁
業
規
制
の
観
点
か
ら
、
最
も
適
当
で
あ
る
と
い
う
実
質
的
な
理
由
が
必
ず
し
も
伴
う
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
公
海
漁
業
に
つ
い
て
公
海
に
適
用
の
あ
る
旗
国
主
義
の
原
則
の
重
み
も
、
そ
の
海
域
が
公
海
で
あ
る
と

い
う
以
上
に
は
、
十
分
に
実
質
的
な
合
理
性
を
伴
う
わ
け
で
は
な
い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
て
、
公
海
漁
業
規
制
の
分
野
で
、
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
の
条
約
実
践
が
生
じ

て
き
て
い
る
こ
と
は
、
旗
国
主
義
へ
の
例
外
の
設
定
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
重
み
を
も
も
ち
う
る
。
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
現
行
の
法
制

度
の
実
質
的
合
理
性
の
希
薄
さ
を
突
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
効
果
を
も
つ
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

⑵

本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
主
導
し
て
、“IU

U
 
fish

in
g
”

と
い
う
用
語
の
も
と
に
、
こ
れ
を
防
止
・
抑
止

す
る
た
め
の
条
約
や
非
拘
束
的
国
際
文
書
が
採
択

61
）

さ
れ
、
学
説
に
よ
る
研
究
も
進
ん
で

62
）

い
る
。
そ
こ
で
確
認
で
き
る
一
つ
の
特
徴
は
、

洋
上
で
の
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
獲
活
動
（fish

in
g

）」
と
そ
れ
に
対
す
る
取
締
り
と
い
う
局
面
に
限
定
せ
ず
に
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
業
（o

p
era

-
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tio
n

）」
と
し
て
、
漁
船
の
登
録
か
ら
実
際
の
漁
獲
、
荷
揚
げ
、
転
載
、
貿
易
を
経
て
利
潤
の
創
出
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
総
体
と
し

て
と
ら
え
て
、
そ
の
対
処
を
探
る
と
い
う
検
討
方
法
で

63
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
対
処
措
置
の
議
論
は
、
洋
上
で
の
違
法
漁
獲

の
取
締
り
に
も
、
さ
ら
に
は
、
海
洋
法
の
分
野
に
す
ら
も
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
貿
易
規
制
法
、
国
家
に
よ
る
漁
業
補
助
金
へ
の

規
制
の
側
面
な
ど
の
多
面
に
わ
た
る
。

本
稿
は
海
洋
法
の
分
野
で
の
分
析
を
目
的
と
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
概
念
と
く
に
「
規
律
不
在
な
い
し
は
回
避
漁
獲
」
の
概
念
が

内
包
し
う
る
国
際
法
の
基
本
構
造
へ
の
挑
戦
や
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
に
関
す
る
多
角
的
検
討
の
す
べ
て
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

だ
、
公
海
漁
業
規
制
に
関
わ
る
最
近
の
法
現
象
を
分
析
す
る
に
際
し
て
筆
者
が
強
調
し
よ
う
と
す
る
視
点
と
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
と
い
う
事

業
総
体
と
し
て
の
と
ら
え
方
と
は
、
次
の
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
洋
上
で
の
取
締
り
そ
れ
自
体
の
有
用
性
や
実
効

性
は
否
定
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
と
し
て
一
連
の
過
程
で
問
題
を
と
ら
え
る
以
上
、
一
連
の
過
程
を
射
程
に
入
れ
て
対
処

し
な
い
限
り
、
問
題
を
解
消
で
き
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
公
海
漁
獲
に
対
す
る
旗
国
主
義
の
温
存
か
非

旗
国
措
置
を
承
認
す
る
か
も
、
旗
国
主
義
の
原
則
に
対
す
る
例
外
の
設
定
と
い
う
前
提
的
意
識
に
基
づ
い
て
の
み
論
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
の
過
程
で
、
非
旗
国
が
ど
の
場
面
で
い
か
に
関
わ
る
こ
と
が
実
効
的
な
対
処
で
あ
る
か
、
旗
国
と
非
旗

国
が
い
か
に
共
同
す
る
こ
と
が
有
用
か
と
い
う
視
点
で
分
析
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
業
」
と
し
て
の
検
討
方
法
は
、

旗
国
主
義
の
原
則
性
と
そ
れ
に
対
す
る
例
外
の
設
定
と
い
う
伝
統
的
な
基
軸
か
ら
の
一
定
の
離
脱
を
は
か
り
、
実
効
的
な
規
制
の
方
途

と
し
て
最
近
の
実
践
の
評
価
を
試
み
る
本
稿
の
視
点
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
で
、
次
に
、
公
海
漁
業
規
制
の
分
野
で
実
践
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
最
近
の
管
轄
権
の
多
岐
的
配
分
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

22
）

公
海
の
法
的
性
質
に
関
す
る
学
説
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
だ
け
で
は
、
公
海
の
法
的
性
質
を
十
分
に
論
証
し
つ
く
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と

し
て
、D

.
P
.
O
’C
o
n
n
ell,

T
h
e In

tern
ation

al L
aw
 
of th

e S
ea
,
V
o
l.I

(1982,
O
x
fo
rd
),
p
p
. 1-20,

p
p
. 792-796.

公
海
制
度
の
確
立
に
至
る
過
程
で
の
学
説
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と
国
家
実
践
を
た
ど
る
も
の
と
し
て
、
山
本
草
二
『
海
洋
法
』（
一
九
九
二
、
三
省
堂
）、
二
四
｜
二
九
頁；
T
.
S
co
v
a
zzi,

“E
v
o
lu
tio
n o

f In
tern

a
tio
n
a
l L

a
w
 
o
f

 
th
e S

ea
,”
286

R
ecu

eil d
es cou

rs
(2000),

p
p
. 57-68.

23
）

海
洋
の
自
由
を
め
ぐ
る
論
争
の
本
質
が
、
漁
業
独
占
権
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
論
争
の
実
体
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
海
洋
制
度
の
設
立
・
変
更
や
、

国
際
紛
争
の
基
底
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
鋭
く
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
山
本
・
前
掲
注
（
３
）
四
三
｜
七
四
頁
。

24
）

な
お
、
航
行
と
い
う
利
用
形
態
に
つ
い
て
も
、
議
論
す
べ
き
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、A

.
K
a
n
eh
a
ra
,
“T
h
e Im

p
a
ct o

n th
e F

ree-

d
o
m
 
o
f N

a
v
ig
a
tio
n b

y In
tern

a
tio
n
a
l R

eg
u
la
tio
n fo

r th
e P

u
rp
o
se o

f F
ish
eries C

o
n
serv

a
tio
n a

n
d M

a
rin
e E

n
v
iro
n
m
en
ta
l P

ro
tectio

n
,”
66

R
ikkyo H

ogaku
(S
t.
P
au
l’s R

eview
 
of L

aw
 
an
d
 
P
olitics)

(2004),
p
. 150

et seq
;
esp

ecia
lly
,
p
p
. 185-188；

兼
原
・
前
掲
注
（
16
）。

25
）

V
icu

n
a
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 4-7,

13-14;
H
ew
iso
n
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 10,
p
p
. 165-166;

G
jerd

e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
p
. 303-304.

26
）

法
的
な
根
拠
の
あ
る
制
限
や
義
務
を
伴
う
と
い
う
意
味
で
、
公
海
漁
獲
に
つ
い
て
は
、「
自
由
」
で
は
な
く
、「
権
利
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
学
説
も
あ
る
、

H
ew
iso
n
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 10,
p
. 177.

か
か
る
用
語
の
哲
学
的
意
味
に
は
ふ
み
こ
ま
な
い
が
、
漁
獲
の
「
権
利
」
が
、
国
際
法
上
は
国
家
の
権
利
で
あ
る
こ
と
が
、

漁
業
規
制
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
問
題
を
生
ず
る
こ
と
は
、
海
洋
法
の
み
な
ら
ず
国
際
法
の
根
本
に
も
関
わ
る
も
の
と
し
て
意
識
し
、
将
来
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た

い
。
た
と
え
ば
、
便
宜
置
籍
や
船
舶
登
録
変
更
と
い
う
現
象
ゆ
え
に
、「
旗
国
」
を
単
位
と
し
て
国
際
規
制
を
課
す
る
こ
と
の
実
質
的
な
意
義
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
漁
獲
の
権
利
が
国
家
に
あ
り
、
便
宜
置
籍
国
や
違
反
漁
獲
を
行
っ
た
船
舶
の
旗
国
へ
、「
国
家
・
旗
国
」
単
位
で
、
当
該
国
を
旗
国
と
す
る
漁
船
の
す
べ
て
に
寄
港

制
限
す
る
と
か
、
漁
業
条
約
や
機
構
の
「
非
締
約
国
」
の
漁
船
に
は
制
限
的
（
場
合
に
よ
っ
て
は
制
裁
的
）
措
置
を
と
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
違
反
漁
獲
を
行
う

の
は
、
非
締
約
国
船
舶
と
は
限
ら
ず
締
約
国
船
舶
で
も
あ
り
、
つ
ま
り
は
違
反
は
漁
船
単
位
で
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
問
題
群
で
あ
る
。“IU

U
 
fish

in
g
”

に
つ
い
て
、

“IU
U
 
o
p
era

tio
n
”

と
し
て
一
連
の
過
程
を
包
括
的
に
と
ら
え
て
、
各
々
の
側
面
に
キ
メ
細
や
か
な
規
制
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
想
も
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら

の
、「
旗
国
」
単
位
の
規
制
、
つ
ま
り
は
、「
旗
国
主
義
」
へ
の
変
更
要
求
で
も
あ
る
、S

to
k
k
e a

n
d
 
V
id
a
s,
o
p
 
cit.,

su
p
ra
 
n
. 21,

p
. 38.

規
制
の
単
位
と
し
て
は

「
旗
国
」
で
あ
る
が
、
漁
業
許
可
は
漁
船
に
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
漁
船
は
、
規
制
の
ゆ
る
や
か
な
旗
国
を
求
め
て
船
舶
登
録
変
更
を
行
い
、
便
宜
置
籍
国
を

旗
国
に
選
択
す
る
の
で
あ
る
、R

a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
. 38.

27
）

公
海
自
由
の
原
則
と
旗
国
主
義
と
の
関
係
に
つ
き
、
公
海
の
自
由
で
あ
る
と
は
い
え
規
律
が
必
要
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
国
の
主
権
も
公
海
に
及
ば
ず
国
際
権
限
に
よ

る
規
律
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
公
海
上
の
船
舶
に
対
す
る
旗
国
の
管
轄
権
行
使
に
よ
る
秩
序
維
持
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
説
明
と
し
て
、G

.
G
id
el,

L
e
 
d
roit

 
in
tern

ation
al pu

blic d
e la m

er
(1932,

p
a
ris ),

T
o
m
e.
1,
p
p
. 225-230,

236-238;
O
’C
o
n
n
ell,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
p
. 794-795;

R
a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 21-22.

28
）

管
轄
権
の
種
類
に
よ
る
区
別
に
基
づ
い
て
、
公
海
上
の
船
舶
に
対
し
て
、
強
制
的
管
轄
権
を
行
使
で
き
る
の
は
旗
国
の
み
で
あ
る
と
し
て
旗
国
主
義
の
本
質
を
そ
こ

に
求
め
る
も
の
と
し
て
、G

id
el,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 27,
p
p
. 226-238.

29
）

こ
こ
で
は
、
か
つ
て
船
舶
を
領
土
と
擬
制
す
る
学
説
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
次
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
て
お
く
、ib

id
.,
p
p
. 239-253.

ジ

デ
ル
は
、
船
舶
を
、
旗
国
法
に
基
づ
い
て
規
律
す
る
権
限
を
も
つ
長
の
指
揮
に
服
す
る
組
織
化
さ
れ
た
集
団
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
船
舶
や
船
舶
内
の
個
人
を
め

ぐ
る
法
関
係
を
整
備
す
る
基
礎
と
し
て
、
意
義
の
あ
る
定
義
と
い
え
る
。
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30
）

Ib
id
.,
p
p
. 226-230.

31
）

R
a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
. 21

a
n
d w

o
rk
s referred to in th

e fo
o
tn
o
tes th

ereto
.

32
）

も
っ
と
も
、
学
説
に
よ
っ
て
は
、
公
海
で
は
複
数
の
国
の
立
法
管
轄
権
が
競
合
す
る
こ
と
が
あ
り
、
旗
国
の
管
轄
権
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
執
行
管
轄
権

（
お
よ
び
裁
判
管
轄
権
）
が
旗
国
に
排
他
的
に
帰
属
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
、G

id
el,

o
p
 
cit.,

su
p
ra
 
n
. 27,

p
p
.

226-238,
256-257.

33
）

慣
習
国
際
法
上
認
め
ら
れ
て
き
た
非
旗
国
措
置
と
し
て
の
国
籍
確
認
と
近
接
権
お
よ
び
そ
の
要
件
な
ど
に
関
す
る
学
説
の
概
観
と
し
て
、R

eu
la
n
d
,
o
p
 
cit.,

su
p
ra n

. 6,
p
p
. 1169-1176;

O
’C
o
n
n
ell,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
p
. 801-803.

34
）

一
般
警
察
」
権
が
、「
事
由
や
海
域
の
限
定
の
な
い
」
公
海
上
で
の
執
行
を
意
味
し
、「
慣
習
国
際
法
上
で
」
認
め
ら
れ
る
非
旗
国
に
よ
る
執
行
で
あ
り
、
国
籍
の

確
認
と
近
接
権
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
海
賊
の
よ
う
に
、「
事
由
と
し
て
」、「
慣
習
国
際
法
上
で
」
非
旗
国
に
よ
る
管
轄
権
行
使
が
国
際
社
会
に
よ

り
承
認
さ
れ
て
い
る
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
と
ら
え
方
は
、
海
賊
に
つ
い
て
は
、
航
行
の
安
全
と
い
う
国
際
社
会
の
共
通
利
益
へ
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
、
同
時

に
、
航
行
は
、
漁
獲
・
海
上
交
易
な
ど
、
他
の
形
態
の
公
海
利
用
に
と
っ
て
も
か
な
ら
ず
付
随
す
る
使
用
で
あ
り
、
そ
の
航
行
の
安
全
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
、
海
賊
が

国
際
社
会
の
共
通
利
益
へ
の
侵
害
と
も
観
念
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。G

id
el,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 27,
p
p
. 289,

357.

海
賊
と
い
う
犯
罪
が
人
類
の

共
通
の
敵
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
賊
船
舶
の
旗
国
は
、
そ
の
管
轄
権
に
つ
き
旗
国
主
義
に
よ
る
優
先
的
地
位
も
失
う
と
い
う
点
も
含
め
て
、R

eu
la
n
d
,
o
p
 
cit,

su
p
ra

 
n
. 6,

p
p
. 1177-1179.

35
）

G
id
el,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 27,
p
p
. 289.

36
）

兼
原
「
公
海
制
度
」
一
九
｜
二
〇
頁
。

37
）

無
国
籍
船
舶
が
、
旗
国
主
義
に
よ
る
公
海
秩
序
維
持
の
し
く
み
を
損
壊
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
説
な
ど
の
概
観
と
し
て
、R

eu
la
n
d
,
o
p
 
cit.,

su
p
ra
 
n
. 6,

p
p
. 1196-1201.

無
国
籍
船
が
旗
国
主
義
の
し
く
み
を
損
壊
す
る
こ
と
は
、
先
に
み
た
船
舶
登
録
変
更
が
正
当
な
理
由
も
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
批

判
で
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
無
国
籍
船
が
、
具
体
的
な
犯
罪
（
海
賊
、
奴
隷
輸
送
、
違
法
漁
獲
な
ど
）
を
行
え
ば
、
そ
れ
は
、
別
途
の
国
際
法
犯
罪
で
あ
り
関
連
す

る
国
際
法
秩
序
へ
の
侵
害
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、Y

a
n
k
o
v
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 18,
p
p
. 196-198.

麻
薬
の
違
法
取
引
の
取
り
締

ま
り
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
が
無
国
籍
船
を
無
国
籍
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
特
別
な
措
置
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、R

eu
la
n
d
,
o
p
 
cit.,

su
p
ra

 
n
. 6,

p
p
. 1200-1201.

ま
た
、
山
本
草
二
「
海
上
犯
罪
に
対
す
る
米
国
の
管
轄
権
の
拡
大
｜
｜
麻
薬
取
引
に
関
す
る
最
近
の
判
例
を
中
心
に
」
日
本
海
洋
法
協
会
『
船
舶

の
通
航
権
を
め
ぐ
る
海
事
紛
争
と
新
海
洋
法
秩
序

第
二
号
』（
一
九
八
二
）
一
二
五
頁
以
下
。

38
）

な
お
、
国
連
海
洋
法
条
約
で
は
、
麻
薬
に
関
し
て
は
一
一
〇
条
の
臨
検
の
対
象
事
由
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、
個
別
の
条
約
に
委
ね
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
〇
八
条

で
麻
薬
の
不
正
取
引
の
防
止
の
た
め
の
協
力
は
規
定
し
て
い
る
。

39
）

兼
原
「
公
海
制
度
」
一
六
｜
一
八
頁
。

40
）

な
お
、
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
の
も
と
で
、
条
約
適
用
海
域
に
お
け
る
保
存
措
置
違
反
に
対
す
る
関
係
諸
国
の
協
力
が
、
長
距
離
の
「
多
国
籍
・
リ
レ
ー
」
継
続

追
跡
と
な
っ
て
現
れ
、
ま
た
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
が
審
理
し
た
早
期
釈
放
事
例
で
は
、
財
政
的
保
証
（
ボ
ン
ド
）
の
「
合
理
的
な
額
」
に
は
、
保
存

46
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措
置
違
反
の
重
大
な
意
味
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

41
）

上
で
み
た
よ
う
に
、
国
際
漁
業
規
制
に
お
い
て
、
生
態
系
保
護
の
視
点
が
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
生
態
系
保
護
と
い
う
国
際
法
益
が
確
立
す

れ
ば
、
少
な
く
と
も
論
理
的
に
は
、
い
か
な
る
魚
種
に
関
す
る
ど
の
海
域
に
お
け
る
ど
の
保
存
措
置
に
対
す
る
違
反
で
あ
っ
て
も
、
生
態
系
保
護
と
い
う
国
際
社
会
に
共

通
の
利
益
に
対
す
る
侵
害
と
な
る
と
い
う
論
理
は
成
り
立
ち
う
る
。
と
は
い
え
、
現
段
階
で
は
、
一
般
的
に
旗
国
主
義
へ
の
例
外
を
根
拠
づ
け
る
ほ
ど
磐
石
な
概
念
や
生

態
系
保
護
の
義
務
が
確
立
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

42
）

か
か
る
意
味
に
お
い
て
こ
そ
、
国
連
海
洋
法
条
約
は
海
洋
に
関
す
る
国
際
基
本
法
た
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
、
詳
細
で
具
体
的
な
内
容
を
規
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
点
で
、
漁
業
条
約
や
機
構
が
設
定
す
る
漁
業
資
源
保
存
措
置
な
ど
に
つ
き
、
そ
れ
ら
の
非
締
約
国
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
国
連
海

洋
法
条
約
の
一
般
的
協
力
義
務
規
定
群
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
が
基
本
法
で
あ
り
そ
れ
に
と
ど
ま
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
諸
国
の
合
意
を
得
て
採
択
と
発

効
を
実
現
し
た
こ
と
の
意
味
を
歪
曲
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
国
連
海
洋
法
条
約
の
協
力
義
務
規
定
に
具
体
的
な
内
容
を
読
み
込
む
趣
旨
の
見
解
に
つ
き
、R

a
y
fu
se,

o
p

 
cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
p
. 140-141,

149-150.

43
）

Ｆ
Ｓ
Ａ
二
一
条
一
項
。

44
）

Ｆ
Ａ
Ｏ
が
採
択
し
た
履
行
協
定
Ⅲ
条
が
、
自
国
船
舶
が
国
際
保
存
措
置
の
実
効
性
を
阻
害
す
る
よ
う
な
活
動
に
従
事
し
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
義
務
を
規
定
す
る
に

と
ど
め
る
よ
り
も
、
一
層
強
い
義
務
で
あ
る
。

45
）

こ
の
問
題
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、E

.
F
ra
n
ck
x
,
“P
acta

 
T
etiis a

n
d
 
th
e A

g
reem

en
t fo

r th
e Im

p
lem

en
ta
tio
n
 
o
f th

e
 
S
tra

d
d
lin
g
 
a
n
d
 
H
ig
h
ly

 
M
ig
ra
to
ry F

ish S
to
ck
s P

ro
v
isio

n
s o

f th
e U

n
ited N

a
tio
n
s C

o
n
v
en
tio
n o

n th
e L

a
w
 
o
f th

e S
ea
,”
8
T
u
lan

e Jou
rn
al of

 
In
tern

ation
al an

d
 

C
om
parative L

aw
(2000),

p
p
. 49-81;

Y
tu
rria

g
a
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 224-225;

M
.
H
a
y
a
sh
i,
“E
n
fo
rcem

en
t b
y N

o
n
-F
la
g S

ta
tes o

n th
e H

ig
h

 
S
ea
s U

n
d
er th

e
1995

A
g
reem

en
t o

n
 
S
tra

d
d
lin
g
 
a
n
d
 
H
ig
h
ly
 
M
ig
ra
to
ry
 
F
ish
 
S
to
ck
s,”

9
G
eorgetow

n
 
In
tern

ation
al E

n
viron

m
en
tal L

aw
 

R
eview

(1996),
p
p
. 9-10;

R
a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
. 84

et seq
.

46
）

山
本
・
前
掲
注
（
３
）
六
二
頁
。

47
）

沿
岸
漁
業
に
よ
る
国
家
利
益
と
資
源
保
存
に
よ
る
利
益
（
沿
岸
国
の
漁
業
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
漁
業
資
源
を
漁
獲
し
て
い
る
遠
洋
漁
業
国
の
利
益
で
も
あ

る
）
と
は
、
時
と
し
て
、
整
然
と
区
別
さ
れ
な
い
。
沿
岸
国
は
、
国
家
利
益
で
は
な
く
保
存
を
根
拠
と
す
る
主
張
を
強
調
し
て
、
漁
業
権
の
及
ぶ
範
囲
の
拡
大
の
正
当
化

に
用
い
て
き
た
。O

’C
o
n
n
ell,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
p
. 524-526.

ベ
ー
リ
ン
グ
海
オ
ッ
ト
セ
イ
事
件
の
評
価
に
お
い
て
、
公
海
漁
獲
の
自
由
を
確
認
し
た
点
か
、
ア

メ
リ
カ
が
領
海
を
越
え
て
資
源
保
存
の
必
要
性
を
主
張
し
た
こ
と
に
関
し
て
仲
裁
法
廷
が
保
存
措
置
を
宣
言
し
た
点
か
、
そ
の
い
ず
れ
に
重
点
を
お
く
か
は
、
論
者
に
よ

っ
て
異
な
る
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、
国
家
利
益
と
資
源
保
存
の
利
益
と
の
区
別
、
と
く
に
、
後
者
を
国
家
利
益
か
ら
切
り
離
し
て
「
客
観
的
」
利
益
と
す
る
こ
と
の
む
ず
か

し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
現
行
の
排
他
的
経
済
水
域
制
度
で
も
、
こ
の
問
題
の
本
質
は
継
続
し
て
い
る
。K

a
n
eh
a
ra
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 1-2.

B
erin

g S
ea F

u
r

 
S
ea
ls A

rb
itra

tio
n
,
J.
B
.
M
o
o
re,

H
istory an

d D
igest of In

tern
ation

al A
rbitration A

w
ard

s to
 
W
h
ich th

e U
n
ited S

tates H
as B

een a P
arty

,
V
o
l.

1
(1898),

p
. 755

et seq
.

相
対
的
に
、
同
事
件
で
は
沿
岸
国
が
領
海
を
越
え
て
漁
業
資
源
保
存
の
た
め
の
権
利
行
使
を
す
る
必
要
性
を
考
慮
し
た
と
か
、
公
海
漁
獲
自

由
の
限
界
を
示
唆
し
た
と
い
う
評
価
を
行
う
も
の
と
し
て
、V

icu
n
a
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 14-15;

S
co
v
a
zzi,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
p
. 78-87.

同
事
件
に
つ
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き
、
公
海
の
自
由
の
確
立
と
沿
岸
国
の
領
海
を
越
え
る
漁
業
資
源
保
存
に
関
わ
る
利
益
の
衡
量
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
点
に
着
目
す
る
例
と
し
て
、
山
本
・
前
掲
注

（
３
）
八
一
｜
八
二
頁
。
同
事
件
に
よ
り
、
沿
岸
国
の
排
他
的
漁
業
権
と
領
海
の
限
界
と
の
一
致
、
つ
ま
り
は
、
領
海
と
（
漁
獲
の
自
由
の
あ
る
）
公
海
と
の
境
界
が
確

立
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
も
の
と
し
て
、O

’C
o
n
n
ell,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
p
. 522-523.

48
）

Ib
id
.,
p
p
. 513-522.

49
）

山
本
・
前
掲
注
（
３
）
六
六
｜
六
七
頁
。

50
）

F
ish
eries Ju

risd
ictio

n
(U
n
ited K

in
g
d
o
m
 
v
.
Icela

n
d
),
M
erits,

IC
J R

eports 1
9
7
4
,
p
a
rs. 53-54,

58-60,
72.

本
件
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
一
二
カ
イ
リ
の

漁
業
水
域
と
沿
岸
国
の
領
海
を
越
え
る
近
接
海
へ
の
優
先
的
漁
業
権
が
慣
習
国
際
法
化
し
て
い
る
と
し
、
沿
岸
国
と
歴
史
的
に
漁
業
を
行
っ
て
き
た
国
の
伝
統
的
漁
業
権

を
調
整
す
る
よ
う
に
衡
平
な
解
決
に
達
す
る
た
め
の
交
渉
を
命
じ
た
。

51
）

排
他
的
経
済
水
域
制
度
の
成
立
過
程
に
お
け
る
様
々
な
見
解
の
説
明
と
評
価
に
つ
き
、
小
田

滋
『
注
解
国
連
海
洋
法
条
約

上
巻
』（
一
九
八
五
、
有
斐
閣
）、
一

八
〇
｜
一
八
八
頁
。
公
海
漁
業
に
つ
き
国
際
機
関
に
保
存
を
委
ね
る
と
い
う
見
解
が
国
連
海
洋
法
会
議
で
拒
否
さ
れ
た
こ
と
、
広
大
な
海
域
の
漁
業
資
源
が
排
他
的
経
済

水
域
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
の
下
に
お
か
れ
た
こ
と
に
つ
き
、S
o
h
n
,
o
p cit.,

su
p
ra n

10,
p
p
. 280-282;

H
ew
iso
n
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 10
p
. 275;

V
icu

n
a
,
o
p

 
cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
. 8;

G
jerd

e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
. 284;

D
.
M
o
n
ta
z,
“L
’a
cco

rd rela
tiv
e a

la co
n
serv

a
tio
n d

e la g
estio

n d
es sto

ck
s d
e p

o
iso
n
s

 
ch
ev
a
u
ch
a
n
ts et g

ra
n
d
s m

ig
ra
n
ts,”

X
L
I A

n
n
u
aire fran

çaise d
e d

roit in
tern

ation
al
(1995),

p
p
. 677,

682
et seq

;
R
.
B
a
rn
es,

“T
h
e C

o
n
v
en
tio
n

 
o
n th

e L
a
w
 
o
f th

e S
ea
:
A
n E

ffectiv
e F

ra
m
ew
o
rk fo

r D
o
m
estic F

ish
eries C

o
n
serv

a
tio
n
?”
in F

reesto
n
e,
B
a
rn
es a

n
d O

n
g
,
o
p cit.,

su
p
ra n

.

7,
p
. 234.

52
）

海
洋
環
境
保
護
・
保
全
に
関
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
沿
岸
国
は
「
主
権
的
権
利
」
で
は
な
く
「
管
轄
権
」
を
も
つ
。
国
連
海
洋
法
条
約
一
二
部
に
お
け
る
海
洋
環

境
の
保
護
・
保
全
に
関
す
る
管
轄
権
の
詳
細
な
配
分
に
も
鑑
み
る
と
、「
主
権
的
権
利
」
よ
り
も
「
管
轄
権
」
の
方
が
国
際
法
に
よ
る
規
律
を
強
く
受
け
、
国
際
社
会
の

た
め
の
責
務
と
い
う
性
質
を
強
く
も
つ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、「
主
権
的
権
利
」
は
、
環
境
保
護
に
関
す
る
沿
岸
国
の
管
轄
権
よ
り
も
、
沿
岸

国
の
「
経
済
的
利
益
（
と
く
に
漁
業
資
源
か
ら
の
経
済
的
利
益
）」
に
よ
り
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
も
っ
と
も
、
漁
業
資
源
の
保
存
は
、
資
源
探

査
・
開
発
と
海
洋
環
境
保
護
の
い
ず
れ
の
分
野
に
も
関
連
す
る
と
も
い
え
る
、R

.-J.
D
u
p
u
y a

n
d D

.
V
ig
n
e ed

s,
A
 
H
an
d
book of th

e N
ew
 
L
aw
 
of th

e S
ea
,

V
o
l. 2

(1991,
D
o
rd
rech

t /
B
o
sto

n
/
L
a
n
ca
ster ),

p
p
. 1196-1197.

53
）

南
米
諸
国
の
海
洋
の
特
徴
か
ら
二
〇
〇
カ
イ
リ
に
一
定
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
点
に
つ
き
、O

’C
o
n
n
ell,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
. 555.

54
）

二
〇
〇
カ
イ
リ
と
い
う
排
他
的
経
済
水
域
の
幅
員
は
、
歴
史
的
・
政
治
的
に
選
択
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
一
般
地
理
学
的
・
生
物
学
的
・
生
態
系
的
意
義
を
も
つ
と
は

い
え
な
い
と
い
う
指
摘
と
し
て
、C

h
u
rch

ill a
n
d L

o
w
e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
. 163.

そ
の
意
味
で
、
領
海
沿
岸
国
の
領
域
主
権
の
中
に
漁
業
に
関
す
る
沿
岸
国
の

権
利
が
包
含
さ
れ
、
領
海
の
幅
員
は
、
漁
業
に
固
有
に
関
わ
る
国
家
利
益
の
点
で
も
、
漁
業
資
源
の
保
存
（
生
態
系
的
・
生
物
学
的
要
因
で
あ
り
、
資
源
分
布
の
状
況
な

ど
を
ふ
ま
え
た
要
因
）
の
点
で
も
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
本
質
は
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
、
山
本
・
前
掲
注
（
３
）
六
六
頁
。

55
）

前
注
（
46
）（
47
）
お
よ
び
（
54
）
参
照
。
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56
）

六
一
条
と
六
二
条
の
起
草
過
程
に
お
け
る
様
々
な
見
解
と
そ
の
評
価
に
つ
き
、
小
田
・
前
掲
注
（
51
）
二
〇
一
｜
二
〇
九
頁
。
国
際
社
会
の
全
て
の
沿
岸
国
が
二
〇

〇
カ
イ
リ
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
す
れ
ば
、
商
業
漁
獲
の
九
〇
％
が
、
排
他
的
経
済
水
域
内
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
、C

h
u
rch

ill
 
a
n
d

 
L
o
w
e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
. 288.

57
）

ア
メ
リ
カ
が
漁
業
水
域
の
漁
業
資
源
割
り
当
て
と
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
問
題
と
を
か
ら
ま
せ
て
、
日
本
が
商
業
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
遵
守
し
な
い
限
り
、
ア
メ
リ

カ
水
域
で
の
漁
業
資
源
割
り
当
て
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
決
定
を
行
っ
た
こ
と
つ
き
、
山
本
・
前
掲
注
（
22
）
一
七
九
｜
一
八
一
頁；

A
.
K
a
n
eh
a
ra
,
su
p
ra n

. 9,
p
p
.

41-42;
A
.
K
a
n
eh
a
ra
,
“Ja

p
a
n
ese P

ra
ctices C

o
n
cern

in
g th

e In
tern

a
tio
n
a
l R

eg
u
la
tio
n o

f W
h
a
lin
g
,”
JD
(V
)/2,

46
T
h
e Japan

ese A
n
n
u
al of

 
In
tern

ation
al L

aw
(2003), ［

IV
- 3-b

］.

58
）

本
稿
で
各
国
の
実
践
の
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
各
国
国
内
法
令
が
国
連
海
洋
法
条
約
規
定
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
実
証
的
に
示
す
も
の
と
し

て
、C

h
u
rch

ill a
n
d L

o
w
e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
p
. 289-291;

W
.
T
.
B
u
rk
e,
T
h
e N

ew
 
In
tern

ation
al L

aw
 
of F

ish
eries ―

―
U
N
C
L
O
S
1982

an
d

 
B
eyon

d
―
―
(1994,

O
x
fo
rd
),
p
p
. 319-335;

N
.
O
k
u
w
a
k
i,
“Ja

p
a
n
ese S

a
lm
o
n F

ish
eries a

n
d th

e L
O
S C

o
n
v
en
tio
n
―
―
B
etw

een R
eg
im
es in E

E
Z

 
a
n
d o

n H
ig
h S

ea
s,”

33
T
h
e Japan

ese A
n
n
u
al of In

tern
ation

al L
aw

(1990),
p
p
. 4-8,

18;
B
a
rn
es,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 51,
p
p
. 237-246.

59
）

た
と
え
ば
、
南
太
平
洋
諸
国
の
こ
う
し
た
事
情
に
つ
き
、E

.
P
.
W
o
lfers,

“T
h
e L

a
w
 
o
f th

e S
ea in th

e S
o
u
th P

a
cific”,

in J.
C
ra
w
fo
rd a

n
d D

.
R
.

R
o
th
w
ell ed

s,
T
h
e L

aw
 
of th

e A
sian

 
P
acific R

egion
,
(1995,

D
o
rd
rech

t /
B
o
sto

n
/
L
o
n
d
o
n
),
p
p
. 41-49;

A
.
B
erg

in
,
“T
h
e H

ig
h S

ea
s R

eg
im
e-

P
a
cific T

ren
d
s a
n
d D

ev
elo

p
m
en
t,”

in ib
id
.,
p
p
. 189-190.

そ
れ
ゆ
え
に
、
一
九
七
九
年
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
漁
業
機
関
条
約
や
一
九
九
二
年
ニ
ウ
エ
条
約
に

よ
り
南
太
平
洋
諸
国
は
、
遠
洋
漁
業
国
に
対
し
て
共
同
し
て
対
処
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
、B

.
M
.
T
sa
m
a
n
y
i a

n
d
 
K
.
M
fo
d
w
o
,
“S
o
u
th
 
P
a
cific

 
Isla

n
d
s

 
S
ta
tes a

n
d th

e N
ew
 
R
eg
im
e o

f F
ish
eries:

Issu
es o

f L
a
w
,
E
co
n
o
m
y a

n
d D

ip
lo
m
a
cy
,”
in ib

id
.,
p
p
. 131-134.

60
）

こ
の
点
は
、
遠
海
に
及
ぶ
公
海
で
の
漁
業
規
制
に
お
け
る
旗
国
主
義
の
実
効
性
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
あ
て
は
ま
る
事
情
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す

る
。

61
）

IU
U
 
fish

in
g

やIU
U
 
o
p
era

tio
n

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
。

62
）

そ
の
よ
う
な
用
語
法
と
理
由
を
示
す
文
献
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
21
）
参
照
。

63
）

前
注
（
21
）
の
文
献
に
加
え
て
、F

ish
 
P
iracy

に
収
録
の
文
献
を
参
照
。

四

管
轄
権
の
多
岐
的
配
分
に
お
け
る
旗
国
主
義
と
非
旗
国
措
置

１

公
海
上
で
の
旗
国
に
よ
る
執
行
の
実
効
性
へ
の
疑
問

⑴

旗
国
主
義
は
、
一
方
で
、
遠
洋
漁
業
国
が
沿
岸
国
の
規
制
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
公
海
で
は
他
国
の
規
制
を
排
除
し
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て
、
漁
獲
の
自
由
を
可
能
な
限
り
維
持
す
る
た
め
の
原
則
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
旗
国
主
義
に
は
、
旗
国
に
よ
り
公

海
漁
業
が
秩
序
を
保
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
の
確
保
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
そ
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
そ
も
そ
も
、
旗
国
主
義
が
成
立

し
維
持
さ
れ
て
き
た
過
程
で
、
遠
海
に
あ
る
自
国
船
舶
の
活
動
を
あ
ま
ね
く
把
握
し
、
公
海
上
で
執
行
措
置
を
か
け
る
こ
と
で
法
令
順

守
の
確
保
や
違
反
取
締
り
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
と
い
う
想
定
が
、
ど
こ
ま
で
現
実
味
を
伴
っ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
事
実

上
、
困
難
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
海
で
の
旗
国
主
義
に
は
、
他
国
に
よ
る
規
制
を
排
除
す
る
と
い
う
消
極
的
意
味
は
確
か
に
存
在
す

る
も
の
の
、
公
海
「
洋
上
」
で
の
漁
業
資
源
保
存
の
た
め
の
秩
序
維
持
と
い
う
積
極
的
な
機
能
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
か
な
り
の
程
度

に
空
白
の
ま
ま
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
に
よ
り
語
ら
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

便
宜
置
籍
や
旗
国
に
よ
る
自
国
船
舶
へ
の
管
轄
権
行
使
の
懈
怠
は
、
現
代
的
現
象
と
し
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
旗
国

の
懈
怠
だ
け
が
原
因
で
は
な
く
、
近
年
ま
す
ま
す
、
洋
上
の
監
視
や
執
行
が
困
難
で
あ
り
多
大
な
費
用
を
伴
う
よ
う
に
な
り
、
航
行
お

よ
び
漁
獲
技
術
の
進
歩
に
即
応
し
た
取
り
締
ま
り
能
力
を
旗
国
が
も
ち
う
る
と
は
い
い
が

64
）

た
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
上
述
の
よ
う
に
、
保

存
措
置
の
適
用
海
域
へ
の
船
舶
の
出
入
域
の
通
報
、
Ｖ
Ｍ
Ｓ
、
そ
の
た
め
の
装
備
を
搭
載
す
る
漁
船
の
み
へ
の
漁
業
許
可
な
ど
の
手
法

が
考
案
さ
れ
て
き
て
も
い
る
の
で

65
）

あ
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
現
代
的
背
景
を
ま
と
っ
て
は
い
る
。
け
れ
ど
も
、
遠
海
で
の
旗
国
に
よ
る
実
効
的
な
執
行
が
、
実
際
上
、
物
理

的
に
可
能
で
は
な
い
こ
と
は
、
現
代
に
の
み
固
有
の
事
情
で
は
な
い
。
洋
上
執
行
と
い
う
側
面
に
限
定
す
れ
ば
、
旗
国
主
義
で
は
公
海

秩
序
を
十
全
に
規
律
し
え
な
い
こ
と
は
、
歴
史
的
に
暗
に
は
認
識
さ
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
な

く
と
も
想
定
や
期
待
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
必
ず
し
も
深
刻
に
表
面
化
し
な
か
っ
た
（
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
）
事

実
を
、
最
近
の
非
旗
国
措
置
の
実
践
群
は
、
あ
ら
た
め
て
顕
現
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

⑵

旗
国
主
義
の
意
義
と
し
て
、
他
方
で
、
旗
国
が
船
舶
に
対
し
て
国
内
法
上
の
規
律
を
及
ぼ
し
て
い
る
以
上
、
公
海
上
で
違
反
行

為
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
船
舶
が
帰
国
し
た
時
点
で
旗
国
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
点
が
あ
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る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
旗
国
管
轄
権
の
核
心
と
し
て
今
後
も
想
定
で
き
る
の
は
、
国
際
規
制
に
適
合
し
た
国
内
法
を
制
定
し
て

自
国
船
に
適
用
し
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
、
帰
国
し
た
自
国
船
お
よ
び
船
員
な
ど
に
対
し
て
、
実
効
的
に
審
理
処
罰
を
実
施
す
る
と

と
も
に
将
来
の
違
反
を
も
抑
止
す
る
こ
と
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
旗
国
に
よ
る
洋
上
監
視
や
執
行
の
限
界
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
次
に
、
最
近
の
条
約
実
践
に
お
け
る
非
旗
国
措
置
を
上
で
述
べ

た
視
点
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

２

公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
非
旗
国
措
置

⑴

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
を
規
定
す
る
。
同
じ
く
、
中
西
部
太
平
洋
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
条
約
は
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
関

連
規
定
群
の
適
用
を
定
め
る
。
か
か
る
乗
船
措
置
に
関
す
る
手
続
を
漁
業
条
約
や
機
構
な
ど
で
定
め
る
こ
と
を
促
し
な
が
ら
、
そ
れ
が

実
現
さ
れ
な
い
と
き
の
た
め
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
二
二
条
は
、
い
わ
ば
モ
デ
ル
規
定
を
お
い
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
れ
ば
非
旗
国
は
、
漁
業
条
約
や
機
構
な
ど
の
定
め
る
保
存
措
置
の
「
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
」
乗
船
検
査
を
実
施
し

（
二
一
条
一
項
）、
違
反
の
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
証
拠
を
確
保
す
る
と
と
も
に
旗
国
に
通
報
す
る
（
同
条
五
項
）。
旗
国
の
回
答
を
待

っ
て
、「
重
大
な
違
反
」
の
根
拠
が
あ
り
、
旗
国
が
回
答
し
な
い
と
か
措
置
を
と
ら
な
い
と
き
に
は
、
非
旗
国
は
、
乗
船
を
継
続
し
て

証
拠
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
追
加
的
調
査
の
た
め
に
適
当
な
港
に
当
該
船
舶
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
（
同
条
八
項
）。

非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
は
保
存
措
置
の
「
遵
守
確
保
」
の
た
め
に
行
え
る
の
で
あ
り
、
違
反
を
信
ず
る
に
足
り
る
根
拠
は
要
件
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
違
反
の
疑
い
や
違
反
に
対
す
る
執
行
よ
り
も
広
く
、
遵
守
励
行
の
た
め
の
一
般
的
な
監
視
を
実
施
す
る
た
め

に
乗
船
す
る
こ
と
も
認
め
ら

66
）

れ
る
。「
重
大
な
違
反
」
の
根
拠
が
あ
れ
ば
、
非
旗
国
は
、
乗
船
継
続
・
証
拠
確
保
・
適
当
な
港
へ
の
誘

導
を
行
え
る
が
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
定
め
る
「
重
大
な
違
反
」（
同
条
一
一
項
）
は
、
九
項
目
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
は
、
デ
ー
タ
や
記
録
の
不
備

や
重
大
な
誤
り
を
含
む
報
告
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
漁
獲
（
禁
止
魚
種
の
漁
獲
・
漁
獲
割
当
の
無
視
な
ど
）
や
禁
止
さ
れ
て
い
る
漁
具
の
使
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用
、
証
拠
隠
蔽
や
改
ざ
ん
、
総
合
す
る
と
保
存
措
置
の
重
大
な
不
履
行
と
な
る
よ
う
な
複
数
の
違
反
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
に
含
ま
れ
て

い
な
い
の
は
、
直
接
の
漁
獲
と
は
い
え
な
い
、
転
載
・
荷
揚
げ
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
漁
具
を
格
納
し
な
い
ま
ま
の
航
行
な
ど
に
と
ど

ま
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
二
一
条
一
一
項
の
定
め
る
「
重
大
な
違
反
」
は
、「
直
接
の
違
反
漁
獲
と
通
報
の
不
備
」
と
言
い

換
え
る
こ
と
も
で
き
る
範
囲
と
内
容
を
も
ち
、「
重
大
な
」
と
い
う
程
度
に
は
さ
ほ
ど
の
重
み
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
は
、

そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
、
非
旗
国
が
乗
船
継
続
・
証
拠
確
保
・
港
へ
の
誘
導
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

67
）

な
る
。

⑵

非
旗
国
が
、
乗
船
継
続
・
証
拠
確
保
・
港
へ
の
誘
導
を
行
え
る
と
し
て
も
、
非
旗
国
が
違
反
船
舶
に
対
す
る
裁
判
権
を
も
た
な

い
こ
と
は
、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
規
定
が
な
く
、
か
つ
、
一
九
条
で
旗
国
の
裁
判
権
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
ま
た
、
旗
国
が
非
旗
国
に
執
行
措
置
の
一
環
と
し
て
明
示
の
許
可
を
与
え
る
場
合
（
二
一
条
七
項
）
を
の
ぞ
け
ば
、
非
旗

国
の
乗
船
措
置
に
、
当
該
船
舶
の
抑
留
や
拿
捕
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
も
、
明
示
の
規
定
は
な
い
。
解
釈
は
わ
か
れ
て
い

68
）

る
が
、
次

の
理
由
に
よ
り
、
制
限
的
に
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
旗
国
主
義
の
具
体
的
な
例
外
が
明
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
非
旗
国
が
船
舶

の
運
航
支
配
を
確
保
す
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
非
旗
国
か
ら
旗
国
へ
の
通
報
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
二
一

条
一
二
項
で
旗
国
が
い
つ
で
も
措
置
を
と
る
権
限
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
は
、
旗
国
主
義
の
尊
重
と
旗
国
管
轄
権
の
優
先
性
の

回
復
の
保
証
が
基
礎
に
あ
る
と
い
う
構
造
に
照
ら
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

69
）

あ
る
。

⑶

Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
旗
国
主
義
の
原
則
を
確
認
し
て
も
お
り
、
一
九
条
で
旗
国
義
務
の
詳
細
な
規
定
を
お
く
。
非
旗
国
に
よ
る
措
置
と

の
関
係
で
は
、
旗
国
は
、
非
旗
国
か
ら
通
報
と
証
拠
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
は
、
調
査
・
執
行
・
制
裁
お
よ
び
司
法
上
の
手
続
を
行

う
義
務
を
負
う
。
な
お
、
旗
国
は
、
調
査
結
果
を
漁
業
機
構
な
ど
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、
保
存
措
置
の
遵
守
を
確
保
す
る
の
に
有
効

な
制
裁
を
行
い
、
そ
れ
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
当
該
漁
船
に
公
海
で
の
漁
獲
許
可
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

70
）

な
い
。

⑷

非
旗
国
措
置
と
し
て
は
、
洋
上
措
置
そ
れ
自
体
で
は
な
い
が
、
寄
港
国
に
よ
る
措
置
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

旗
国
に
よ
る
洋
上
執
行
が
必
ず
し
も
実
効
的
に
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
洋
上
に
お
け
る
非
旗
国
措
置
が
認
め
ら
れ
て
き
て
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い
る
が
、
洋
上
執
行
そ
の
も
の
が
困
難
で
あ
り
ま
た
費
用
が
膨
大
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
代
替
す
る
効
果
を
も
つ
措
置
と
し

て
、
寄
港
国
措
置
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
漁
業
規
制
の
分
野
で
も
、
そ
う
し
た
趣
旨
を
も
つ
寄
港
国
措
置
の
実
践
が
生
じ
て
き

て
い
る
。
自
国
の
管
轄
水
域
を
越
え
る
海
域
で
あ
っ
て
そ
こ
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
漁
獲
に
関
し
て
で
あ
っ
て
も
、
当
該
外
国
船
舶
が

寄
港
し
た
際
に
寄
港
国
が
措
置
を
取
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
寄
港
国
は
内
水
沿
岸
国
と
し
て
沿
岸
利
益
の
観
点
（
だ

け
）
か
ら
措
置
を
取
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
船
舶
が
寄
港
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
有
利
に
活
用
し
て
、
地
域
条
約
や
機
構
の
定

め
る
漁
業
資
源
保
存
措
置
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
措
置
を
取
る
と
い
え
よ
う
。
寄
港
国
措
置
の
典
型
的
な
内
容
は
、
そ
れ
ら
の
保

存
措
置
の
違
反
の
検
査
や
違
反
に
対
す
る
制
裁
的
な
措
置
な
ど
で
あ
る
。

寄
港
国
に
つ
き
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
二
三
条
の
規
定
を
お
き
、
同
条
一
項
に
よ
り
寄
港
国
は
、
国
際
法
に
し
た
が
っ
て
、
地
域
的
・
世
界
的

に
と
ら
れ
る
保
存
措
置
の
効
果
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
権
利
お
よ
び
義
務
を
も
つ
。「
国
際
法
に
し
た
が
っ
て
」
と
い
う
要

件
が
あ
り
、
寄
港
国
の
権
利
だ
け
で
は
な
く
、「
義
務
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、「
義
務
」
と
は
い
え
、
同
条
二
項
と
三
項

で
は
寄
港
国
が
具
体
的
に
と
る
措
置
に
つ
き
こ
れ
を
「
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
義
務
規
定
に
は
な
っ
て
い

71
）

な
い
。
寄
港
国
の
と
る
措
置
は
、
一
つ
は
、
船
舶
の
書
類
・
漁
具
・
漁
獲
物
の
検
査
で
あ
る
。
二
つ
は
、
漁
獲
物
が
、
保
存
措
置
を
害

す
る
方
法
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
荷
揚
げ
・
転
載
を
禁
止
す
る
規
則
を
採
用
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
条
約
や
機
構
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
条
約
（
南
太
平
洋
に
お
け
る
流
し
網
漁
業
禁
止
に
関
す
る
条
約
）
三
条
二

項
が
、
流
し
網
漁
業
を
行
っ
た
外
国
漁
船
の
寄
港
お
よ
び
港
湾
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
利
用
制
限
を
規
定
し
て
い
る
し
、
大
西
洋
ま
ぐ
ろ
保
存

委
員
会
は
、
一
九
九
七
年
以
降
、
寄
港
国
検
査
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
体
制
で
は
、
一
九
九
七
年

以
降
に
、
非
締
約
国
船
舶
に
対
す
る
寄
港
国
措
置
（
条
約
海
域
で
の
保
存
措
置
に
適
合
し
な
い
漁
獲
に
よ
る
漁
獲
物
の
荷
揚
げ
・
転
載
の
禁

止
）、
締
約
国
船
舶
に
対
す
る
寄
港
国
措
置
（
寄
港
の
事
前
通
報
と
寄
港
国
検
査
）
を
整
備
し
て
い
る
。
北
大
西
洋
条
約
機
構
で
も
非
締

約
国
船
舶
に
対
す
る
寄
港
国
措
置
（
保
存
措
置
に
適
合
し
な
い
漁
獲
に
よ
る
漁
獲
物
の
荷
揚
げ
・
転
載
の
禁
止
）
を
設
定
し
て

72
）

い
る
。
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寄
港
国
の
措
置
に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
、
海
洋
環
境
の
保
護
・
保
全
に
関
す
る
国
連
海
洋
法
条
約
二
一
八
条
、
二
一
九
条
が
あ

り
、
か
つ
、
寄
港
国
措
置
の
実
践
は
、
船
舶
の
航
行
の
安
全
、
海
洋
環
境
保
護
・
保
全
、
船
員
の
労
働
条
件
な
ど
の
分
野
で
、
地
域
的

に
覚
書
な
ど
に
よ
り
集
積
し
て
き
て

73
）

い
る
。
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
、
寄
港
国
な
い
し
は
寄
港
国
措
置
の
性
質
つ
き
、
他
の
分
野
で
の
寄

港
国
措
置
と
の
異
同
に
注
目
す
る
と
、
漁
業
規
制
と
し
て
の
寄
港
国
措
置
に
は
次
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

第
一
に
、
従
来
の
寄
港
国
措
置
と
漁
業
規
制
と
し
て
の
寄
港
国
措
置
に
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
寄
港
国
が
国
際
社
会
な
い
し

は
地
域
的
な
共
通
利
益
の
守
護
主
体
と
し
て
措
置
を
と
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

国
連
海
洋
法
条
約
二
一
八
条
一
項
お
よ
び
二
一
九
条
の
意
義
は
、
寄
港
国
の
沿
岸
で
は
な
い
公
海
で
の
外
国
船
舶
に
よ
る
排
出
に
つ

い
て
寄
港
国
が
措
置
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
寄
港
国
措
置
は
、
国
際
社
会
の
共
通
利
益
（
海
洋
環
境
の
保
護
・
保
全
）
を
保
護
す
る
機

能
を
も
ち
、
こ
れ
は
寄
港
国
が
自
国
沿
岸
に
つ
い
て
も
つ
利
益
に
は
必
ず
し
も
基
づ
か
ず
、「
沿
岸
国
」
利
益
の
た
め
の
措
置
と
全
く

同
じ
で
は
な
い
と
も
い

74
）

え
る
。
地
域
的
に
展
開
し
て
い
る
寄
港
国
措
置
も
、
船
舶
の
構
造
基
準
、
環
境
基
準
、
船
員
の
労
働
条
件
な
ど

の
国
際
統
一
的
基
準
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
、
地
域
的
・
国
際
的
な
共
通
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
措

置
と
い
う
性
質
を
も
つ
。

と
は
い
え
、
寄
港
国
措
置
が
、
国
際
社
会
の
共
通
利
益
な
い
し
は
客
観
的
性
質
を
も
つ
そ
れ
と
、
自
国
の
沿
岸
に
関
す
る
環
境
保

護
・
保
全
な
ど
の
利
益
実
現
の
た
め
の
（
つ
ま
り
は
、「
沿
岸
国
」
と
し
て
の
）
措
置
と
に
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
と
は
限
ら

75
）

な
い
。
自
国

の
利
益
が
関
わ
り
に
く
い
場
合
で
も
な
お
共
通
利
益
の
実
現
の
た
め
に
寄
港
国
措
置
を
取
る
か
は
、
実
際
上
、
様
々
な
要
因
を
考
慮
し

た
寄
港
国
の
判
断
に
か
か
っ
て
こ
よ
う
。
便
宜
置
籍
船
と
対
応
し
て
、「
便
宜
寄
港
国
」
と
い
う
現
象
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
寄
港
国

措
置
が
厳
格
に
実
施
さ
れ
な
い
寄
港
国
を
選
択
す
る
と
い
う
船
舶
の
行
動
を

76
）

指
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
寄
港
国
措
置
の
手
続
の
厳
格
さ
が

統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
、
寄
港
国
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
経
済
的
利
益
の
観
点
か
ら
、
競
争
力
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
国
は
寄
港
国
措
置
を

厳
格
に
は
実
施
せ
ず
、
寄
港
国
措
置
は
実
効
性
を
あ
げ
え
な
い
。
こ
れ
は
、
漁
業
規
制
と
し
て
の
寄
港
国
措
置
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
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あ
て
は

77
）

ま
る
。

第
二
に
、
他
の
分
野
で
も
漁
業
規
制
の
分
野
に
お
い
て
も
、
地
域
的
条
約
や
そ
の
他
の
国
際
文
書
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
一
方
的

に
、
寄
港
国
措
置
を
と
る
実
践
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
海
洋
環
境
保
護
の
分
野
で
は
、
タ
ン
カ
ー
の
構
造
基
準
を
満
さ
な
い
も
の
に
は

寄
港
を
許
可
し
な
い

78
）

と
か
、
漁
業
規
制
の
分
野
で
は
、
国
内
法
を
根
拠
と
し
て
そ
れ
に
適
合
し
な
い
漁
獲
に
よ
る
漁
獲
物
に
つ
き
、
寄

港
し
て
荷
揚
げ
な
ど
を
行
う
こ
と
を
許
可
し
な
い
な
ど
で
あ
る
。

後
者
の
例
で
は
、
Ｅ
Ｃ
と
チ
リ
の
国
際
紛
争
で
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
に
係
争
中
の
事
件
で
は
、
チ
リ
が
国
内
法
を
根
拠
と
し
て
公
海
上
で
漁

獲
し
た
メ
カ
ジ
キ
の
荷
揚
げ
を
拒
否
し
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
が
、
北
大
西
洋
漁
業
機
構
の
非
締
約
国
で
そ
の

規
制
海
域
で
漁
獲
し
た
船
舶
か
ら
の
荷
揚
げ
を
禁
止
し
た
例
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
、
バ
レ
ン
ツ
海
の
公
海
海
域
で
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
獲
を
行
っ
た

と
み
な
さ
れ
る
場
合
の
漁
獲
物
の
荷
揚
げ
を
禁
止
し
た
例
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
条
約
や
国
際
文
書
に
根
拠
を
持

た
ず
、
自
国
の
国
内
法
な
ど
に
適
合
し
な
い
船
舶
や
漁
船
の
寄
港
・
荷
揚
げ
・
寄
港
に
よ
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
利
用
を
拒
否
す
る
例
は
、
自

国
の
管
轄
水
域
を
超
え
る
海
域
で
の
外
国
船
舶
の
行
動
に
関
し
て
で
あ
っ
て
も
、
寄
港
国
の
国
家
利
益
や
国
家
政
策
を
反
映
さ
せ
る
手

段
と
し
て
寄
港
国
措
置
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て

79
）

い
る
。

第
三
に
、
漁
業
規
制
の
た
め
の
寄
港
国
措
置
に
固
有
の
構
造
と
し
て
は
、
保
存
措
置
違
反
や
保
存
措
置
の
効
果
を
奪
う
方
法
で
の
漁

獲
物
の
、
荷
揚
げ
や
転
載
の
禁
止
措
置
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
寄
港
国
措
置
と
は
区
別
し
て
海
洋
法
上
の
寄
港
国
措
置
と
は
区
別
す
る
見
解
も

80
）

あ
る
。
む
し

ろ
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
経
済
措
置
と
し
て
の
国
際
法
上
の
根
拠
が
問
題
と
も
さ
れ
て

81
）

い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
問
題
に
は
踏
み
込
ま

な
い
が
、
洋
上
で
の
漁
獲
に
限
定
せ
ず
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
業
」
と
と
ら
え
る
立
場
に
み
る
よ
う
に
、
漁
業
規
制
を
漁
獲
活
動
を
と
り
ま
く

一
連
の
過
程
に
対
し
て
多
面
的
に
行
う
と
い
う
見
解
を
と
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
措
置
は
実
効
的
な
対
処
の
一
つ
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

る
。
そ
こ
で
は
、
漁
獲
物
証
書
制
度
や
貿
易
物
資
証
書
制
度
な
ど
と
の
併
用
に
よ
る
寄
港
国
措
置
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
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82
）

あ
る
。

第
四
に
、
寄
港
国
措
置
に
よ
り
寄
港
国
が
行
使
す
る
管
轄
権
の
具
体
的
な
内
容
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
二
三
条
に
よ
れ
ば
、
漁
船
の
書
類
検

査
、
漁
具
お
よ
び
漁
獲
物
検
査
で
あ
り
、
荷
揚
げ
・
転
載
の
禁
止
で
あ
る
。
当
該
漁
船
の
抑
留
・
拿
捕
や
、
乗
員
の
抑
留
・
逮
捕
に
つ

い
て
は
規
定
が
な
く
、
非
旗
国
に
よ
る
洋
上
で
の
乗
船
措
置
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
を
寄
港
国
が
行
え
る
か
に
つ
い
て
も
、
洋
上
で
の
非

旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
の
解
釈
と
同
様
に
、
明
示
規
定
が
な
い
限
り
制
限
的
に
解
さ
れ

83
）

よ
う
。

３

公
海
漁
業
規
制
に
お
け
る
非
旗
国
措
置
と
の
関
係
に
お
け
る
旗
国
管
轄
権

⑴

Ｆ
Ｓ
Ａ
で
は
、
非
旗
国
措
置
の
う
ち
洋
上
措
置
に
つ
い
て
は
、
乗
船
検
査
と
証
拠
確
保
の
た
め
の
乗
船
継
続
は
明
定
さ
れ
て
お

り
、
船
舶
抑
留
・
拿
捕
に
つ
い
て
は
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
。
非
旗
国
の
措
置
は
、
旗
国
に
通
報
さ
れ
る
。
他
の
漁
業
条
約
や
機
構
の

実
践
で
も
、
非
旗
国
に
よ
る
洋
上
の
措
置
は
、
乗
船
検
査
や
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
体
制
に
み
る
よ
う
な
非
旗
国
国
籍
の
監
視
員
を

活
用
す
る
監
視
員
制
度
の
採
用
が
ほ
ぼ
一
般
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

訴
追
お
よ
び
裁
判
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
北
太
平
洋
溯
河
性
魚
種
委
員
会
に
お
い
て
は
、
非
旗
国
が
洋
上
執
行
に
加
え
て
訴
追
を
行

っ
た
実
践
が
あ
る
が
、
対
象
が
無
国
籍
船
舶
で
あ
る
か
旗
国
の
合
意
に
基
づ
い
た
事
例
で
あ

84
）

っ
た
。
無
国
籍
船
舶
に
対
し
て
は
拿
捕
や

訴
追
を
認
め
る
例
（
大
西
洋
マ
グ
ロ
保
存
委
員
会
、
北
大
西
洋
漁
業
機
構
、
北
東
大
西
洋
漁
業
委
員
会
）
も
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
国
内
法

整
備
や
洋
上
で
の
乗
船
措
置
を
と
る
能
力
と
費
用
が
伴
わ
な
い
と
か
伴
い
に
く
い
た
め
に
、
実
践
は
わ
ず
か
で
あ
る
と
さ

85
）

れ
る
。
旗
国

が
許
可
す
る
場
合
を
規
定
す
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
除
い
て
は
、
他
の
漁
業
条
約
や
機
構
は
、
旗
国
に
対
し
て
二
次
的
に
非
旗
国
が
裁
判
権
を
も

つ
と
い
う
規
定
す
ら
も
も
た
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
や
中
央
ベ
ー
リ
ン
グ
海
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
保
存
管
理

条
約
体
制
で
旗
国
に
裁
判
権
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旗
国
は
裁
判
管
轄
権
を
排
他
的
に
保
持
し
て
い
る
こ
と

に

86
）

な
る
。
か
つ
、
非
旗
国
措
置
の
通
報
を
受
け
て
、
旗
国
が
管
轄
権
行
使
の
意
思
を
示
せ
ば
、
執
行
に
つ
い
て
も
旗
国
管
轄
権
の
優
先
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性
が
回
復
す
る
。

⑵

寄
港
国
に
よ
る
措
置
で
も
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
二
三
条
は
乗
船
検
査
と
、
荷
揚
げ
・
転
載
禁
止
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
り
、
船
舶
の
抑

留
・
拿
捕
・
訴
追
を
規
定
し
て
は
い
な
い
。
旗
国
が
訴
追
・
処
罰
の
意
思
や
能
力
を
持
た
な
い
場
合
や
寄
港
国
に
許
可
す
る
場
合
に
、

二
次
的
に
寄
港
国
が
こ
れ
を
行
い
う
る
と
い
う
規
定
も
な
い
。
こ
の
点
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
二
一
八
条
一
項
が
「
手
続
」
と
規
定
し

そ
こ
に
は
司
法
手
続
も
含
ま
れ
う
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
と
相
違
し
て
い
る
。
し
か
し
、
漁
業
条
約
の
規
定
群
や
機
構
群
の
設
定
す
る
制

度
と
同
様
に
、
国
連
海
洋
法
条
約
で
も
非
旗
国
措
置
は
旗
国
に
通
報
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
旗
国
が
管
轄
権
行
使
の
意
思
を
示
せ
ば
、
や

は
り
、
旗
国
管
轄
権
の
優
先
性
が
回
復
さ
れ
る
。

⑶

こ
の
よ
う
に
、
漁
業
条
約
や
機
構
で
は
、
非
旗
国
に
よ
る
洋
上
や
寄
港
に
際
し
て
の
措
置
を
認
め
る
実
践
が
定
着
し
て
き
て
い

る
が
、
旗
国
に
裁
判
権
を
残
す
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
に
執
行
（
の
一
部
）
に
つ
い
て
も
、
つ
ね
に
、
旗
国
管
轄
権
の
優
先
性
を
回
復

す
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
旗
国
主
義
の
尊
重
が
保
た
れ
て

87
）

い
る
。
け
れ
ど
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
旗
国
が
遠
海
の

自
国
船
に
対
し
て
洋
上
で
執
行
措
置
を
あ
ま
ね
く
実
施
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
実
際
的
で
も
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
最
近
の
非
旗
国
に
よ
る
公
海
上
の
措
置
を
認
め
る
実
践
が
、
保
存
措
置
違
反
の
船
舶
が
旗
国
へ
帰
国
す
る
ま
で
は
他

国
か
ら
干
渉
を
受
け
ず
に
自
由
を
維
持
で
き
る
と
い
う
状
況
を
改
善
し
た
と
い
う
意
義
を
も
つ
こ
と
は
、
や
は
り
否
定
で
き
な
い
。
こ

こ
で
み
た
管
轄
権
配
分
の
詳
細
化
は
、
実
効
的
な
洋
上
措
置
の
担
保
と
い
う
実
際
的
な
対
処
と
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
の
尊
重
お
よ
び

旗
国
管
轄
権
の
優
先
性
と
を
調
和
的
に
実
現
す
る
方
途
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
も
解
さ
れ
る
の
で

88
）

あ
る
。

⑷

漁
業
規
制
の
分
野
以
外
で
も
、
公
海
上
で
の
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
な
ど
を
規
定
す
る
条
約
実
践
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
わ

ず
か
に
海
上
航
行
の
安
全
の
分
野
で
の
実
践
に
つ
き
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
と
符
合
す
る
点
に
ふ
れ
て
お
く
。

国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
二
〇
〇
五
年
に
一
九
九
八
年
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
の
改
正
議
定
書
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
一
年

の
同
時
多
発
テ
ロ
を
強
力
な
契
機
と

89
）

し
て
、
大
量
破
壊
兵
器
の
海
上
輸
送
を
規
制
し
国
際
テ
ロ
を
防
止
す
る
た
め
の
改
正
で

90
）

あ
る
。
改
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正
議
定
書
で
付
加
さ
れ
た
犯
罪
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
を
行
う
船
舶
に
対
し
て
、
旗
国
へ
の
照
会
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
上

で
、
非
旗
国
は
乗
船
措
置
を
取
る
こ
と
が
で

91
）

き
る
。

一
九
八
八
年
の
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
六
条
は
、
義
務
と
し
て
管
轄
権
行
使
が
要
求
さ
れ
る
国
家
と
、
任
意
で
管
轄
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
国

家
を
規
定
す
る
が
、
そ
の
管
轄
権
は
裁
判
管
轄
権
で

92
）

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
三
条
が
定
義
す
る
犯
罪
に
対
す
る
公
海
上
で

の
執
行
管
轄
権
行
使
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
く
、
洋
上
執
行
の
点
で
同
条
約
は
実
効
性
を
欠
く
と
さ
れ
て

93
）

き
た
。
一
つ
の
評
価
と
し
て

は
、
二
〇
〇
五
年
の
改
正
議
定
書
は
、
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
を
規
定
し
て
こ
の
欠
陥
を
補
い
、
洋
上
執
行
の
法
的
根
拠
と
実
効
性

を
付
与
し
た
と
も
い
え
る
。

け
れ
ど
も
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
一
九
八
八
年
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
が
、
非
旗
国
に
よ
る
乗
船
措
置
を
規
定
し
な
か
っ
た
の
は
、
旗
国
主
義

か
ら
の
反
対
も
そ
の
理
由
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
は
た
し
て
旗
国
が
遠
海
で
の
自
国
船
に
よ
る
海
上
犯
罪
行
為
を
あ
ま
ね
く
取
り

締
ま
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
か
は
疑
問
で

94
）

あ
る
。
む
し
ろ
、
旗
国
の
も
つ
主
た
る
責
務
と
し
て
は
、
国
内
法
で
規
律
を
及
ぼ
す
と
と

も
に
か
か
る
自
国
船
が
帰
国
し
た
際
に
、
裁
判
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
果
た
す
と
い
う
想
定
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
裁

判
管
轄
権
の
非
旗
国
へ
の
配
分
を
認
め
る
こ
と
で
、
そ
の
限
り
で
旗
国
主
義
か
ら
の
離
脱
を
認
め
て
実
効
的
な
シ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
抑
止
を

実
現
し
よ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
改
正
議
定
書
が
非
旗
国
に
よ
る
公
海
上
で
の
乗
船
措
置
を
規
定
し
た
こ
と

は
、
洋
上
で
の
執
行
措
置
を
喫
緊
の
課
題
と
し
た
国
際
社
会
が
、
そ
れ
を
実
効
的
あ
ら
し
め
る
た
め
の
方
途
と
し
て
、
旗
国
主
義
は
ふ

ま
え
な
が
ら
も
、
そ
の
「
原
則
性
」
に
合
理
的
な
制
限
を
課
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
に

柔
軟
さ
を
も
た
せ
て
実
効
的
規
制
の
実
現
と
い
う
実
際
的
な
観
点
か
ら
補
強
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
旗
国
主
義
に
裁
判
権
が
残
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
執
行
に
つ
い
て
も
旗
国
に
意
思
が
あ
れ
ば
旗
国
管
轄
権
が
優
先
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
旗
国
主
義
の
原
則
性
を
維
持

し
な
が
ら
も
、
管
轄
権
の
詳
細
化
し
た
配
分
に
よ
り
現
実
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑸

た
だ
し
、
も
う
一
方
の
「
実
際
的
な
」
判
断
と
し
て
、
漁
業
規
制
の
分
野
で
も
そ
れ
以
外
の
分
野
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
自
国
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に
固
有
の
利
益
が
直
接
に
関
わ
ら
な
い
国
家
が
、
公
海
上
で
乗
船
措
置
を
積
極
的
に
実
施
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
疑
問
を
払
拭

し
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
あ
ら
た
め
て
、
沿
岸
国
の
漁
業
独
占
権
の
限
界
（
現
行
制
度
で
は
排
他
的
経
済
水
域
の
限
界
）
の

「
人
為
性
」
の
問
題
が
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
こ
の
点
を
み
て
お
く
。

４

非
旗
国
措
置
を
め
ぐ
る
利
害
関
係

⑴

端
的
に
い
え
ば
、
自
国
に
固
有
の
利
益
が
関
わ
ら
な
い
の
に
、
遠
海
ま
で
出
か
け
て
公
海
や
条
約
適
用
海
域
で
、
非
旗
国
と
し

て
乗
船
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
を
主
権
国
家
に
期
待
す
る
の
は
、
合
理
的
で
も
実
際
的
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
な
に
が
し
か
自
国
利
益

を
そ
れ
に
見
出
す
場
合
に
、
主
権
国
家
は
か
か
る
措
置
を
実
施
す
る
と
想
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先

に
た
ど
っ
た
よ
う
な
、
漁
業
に
関
す
る
国
家
の
主
張
と
国
際
法
に
よ
る
対
応
の
歴
史
的
過
程
が
想
起
さ
れ
る
。

領
海
と
公
海
の
二
元
制
度
の
時
期
も
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
を
実
現
し
た
現
行
の
海
洋
法
の
も
と
で
も
、
領
海
三
カ
イ
リ
な
い
し

は
一
二
カ
イ
リ
や
、
排
他
的
経
済
水
域
二
〇
〇
カ
イ
リ
が
、
漁
業
資
源
保
存
を
考
慮
し
た
境
界
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
だ
け
で
は
な

く
、
国
家
の
漁
業
に
対
す
る
欲
求
に
適
合
す
る
境
界
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
海
で
非
旗
国
が
乗
船

措
置
を
と
る
実
際
上
の
理
由
の
一
つ
は
、
自
国
排
他
的
経
済
水
域
に
近
接
し
た
公
海
で
、
漁
業
資
源
保
存
を
確
保
す
る
こ
と
が
自
国
排

他
的
経
済
水
域
で
の
漁
業
資
源
保
存
あ
る
い
は
（
お
よ
び
）
自
国
の
漁
業
利
益
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ス

ペ
イ
ン
対
カ
ナ
ダ
漁
業
管
轄
権
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
、
カ
ナ
ダ
国
内
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
措
置
を
想
定
す
る
と
そ
の
典
型
例
と
い

95
）

え
る
。

寄
港
国
の
措
置
で
も
、
こ
の
点
は
明
確
に
現
れ
て
い
る
。
本
稿
執
筆
中
に
は
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
提
訴
と
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
に
お
け
る
特
別
裁
判

部
が
設
立
さ
れ
た
段
階
で
あ

96
）

る
が
、
チ
リ
の
国
内
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
措
置
や
、
上
述
の
よ
う
な
諸
国
が
自
国
国
内
法
に
照
ら
し
て
、

自
国
管
轄
水
域
の
「
外
」
で
行
わ
れ
た
漁
獲
の
態
様
を
理
由
に
寄
港
制
限
を
す
る
措
置
も
同
様
で
あ
る
。
自
国
沿
岸
海
域
で
の
漁
業
資
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源
保
存
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
近
接
す
る
公
海
上
で
も
同
様
の
保
存
を
要
請
す
る
こ
と
に
、
実
際
上
、
沿
岸
国
は
重
大
な
利
害

関
係
を
も
ち
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
沿
岸
国
は
自
国
沿
岸
海
域
に
近
接
す
る
公
海
上
の
漁
業
資
源
に
法
的
な
権
利
は
も
た
な
く
と

も
、
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
利
害
関
係
が
、
非
旗
国
措
置
を
積
極
的
に
と
る
有
力
な
動
因
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
漁
業

に
対
す
る
沿
岸
国
の
主
張
は
、
こ
れ
ま
で
数
世
紀
を
超
え
て
、
海
洋
法
の
大
き
な
う
ね
り
を
作
り
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
し
、
そ
れ

は
、
現
行
の
排
他
的
経
済
水
域
制
度
の
も
と
で
も
、
決
し
て
、
収
束
し
た
わ
け
で
は

97
）

な
い
。

⑵

た
だ
し
、
一
国
の
一
方
的
措
置
と
そ
の
集
積
が
海
洋
法
の
発
展
を
促
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
問
題
は
一

方
的
措
置
が
惹
起
す
る
国
際
紛
争
の
深
刻
さ
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
連
海
洋
法
条
約
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
漁
業
規
制
の
た
め
の
国

際
協
力
が
か
つ
て
な
く
強
調
さ
れ
要
請
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
。

国
連
海
洋
法
条
約
も
か
か
る
問
題
を
認
識
し
、
六
三
条
以
降
で
、
特
定
の
分
布
状
況
を
も
つ
魚
種
に
つ
い
て
、
沿
岸
国
と
漁
業
国
と

の
協
力
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
照
ら
せ
ば
、
こ
こ
で
挙
げ
た
カ
ナ
ダ
や
チ
リ
の
例
は
、
一
国
の
一
方
的
な
措
置
が
、
公
海
で
、

あ
る
い
は
、
公
海
で
の
漁
獲
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
の
本
質
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
や
中
西
部
太

平
洋
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
条
約
、
そ
の
他
の
漁
業
条
約
や
機
構
が
設
定
す
る
非
旗
国
措
置
も
、
公
海
漁
業
に
固
有
の
利
害
関
係
を
も

つ
国
の
欲
求
が
単
独
の
一
方
的
措
置
と
し
て
具
現
し
て
、
関
係
国
と
の
先
鋭
な
対
立
を
惹
起
す
る
事
態
を
回
避
し
、
国
際
協
力
の
枠
組

の
中
で
、
非
旗
国
措
置
と
い
う
手
法
に
よ
り
か
か
る
欲
求
を
吸
収
し
た
と
い
う
こ
と
が
で

98
）

き
る
。

無
論
、
こ
こ
に
い
う
国
際
協
力
は
、
そ
れ
に
加
わ
る
国
家
の
利
害
関
係
の
密
度
と
い
う
点
で
、
程
度
は
多
様
で
あ
り
え
よ
う
。
た
と

え
ば
、
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
の
条
約
適
用
海
域
で
は
沿
岸
国
の
管
轄
水
域
が
少
な
く
大
半
が
公
海
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
漁
業
資

源
保
存
の
た
め
の
国
際
協
力
が
進
展
し
て
い
る
。
南
極
条
約
の
体
制
下
に
も
あ
る
南
極
海
域
と
い
う
固
有
の
特
徴
や
背
景
も
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
と
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
の
適
用
海
域
の
大
半
が
公
海
で
あ
る
と
い
う
特
異
な
事
情
の
中
で
、
沿
岸
国
利
益
と
の
関
連
は

希
薄
で
あ
っ
て
も
、
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
体
制
上
の
国
際
協
力
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
、
公
海
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に
近
接
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
も
つ
沿
岸
国
が
、
自
国
利
益
を
一
方
的
措
置
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
国
際
紛
争

を
抑
止
し
て
、
国
際
協
力
の
中
に
そ
れ
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
い

99
）

え
る
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
で
争
わ
れ
た
早
期
釈
放
事

例
の
数
例
が
、
同
条
約
適
用
海
域
で
の
事
例
で
あ
り
、
漁
業
資
源
保
存
措
置
へ
の
違
反
が
も
つ
南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
体
制
へ
の
深

刻
な
影
響
が
強
調
さ
れ
、
ボ
ン
ド
の
額
に
も
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
も
反
映
さ
れ
て

100
）

い
る
。

64
）

洋
上
監
視
の
費
用
を
経
済
的
視
点
か
ら
分
析
す
る
も
の
と
し
て
、S

.
B
eslier,

“E
n
fo
rcem

en
t a
n
d S

u
rv
eilla

n
ce:

W
h
a
t A

re O
u
r T

ech
n
ica

l C
a
p
a
cities

 
a
n
d H

o
w
 
M
u
ch A

re W
illin

g to P
a
y
?”
in F

ish P
iracy

,
p
. 312;

S
to
k
k
e a

n
d V

id
a
s,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 21,
p
p
. 26-30.

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
か
か
る
漁
獲
活
動
へ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
費
用
は
三
〇
億
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
荷
揚
げ
さ
れ
る
漁
獲
物
価
値
の
五
％
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
船
舶
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
費
用
は
四
〇
〇
万

ユ
ー
ロ
で
、
荷
揚
げ
に
よ
る
生
産
価
値
の
七
％
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
排
他
的
経
済
水
域
で
違
法
漁
獲
を
理
由
と
し
て
拿
捕
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
釈
放
金
（
ボ

ン
ド
）
よ
り
も
漁
獲
利
益
が
大
き
け
れ
ば
、
違
法
漁
獲
の
誘
引
は
失
わ
れ
な
い
と
も
さ
れ
る
。
国
際
海
洋
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
で
の
早
期
釈
放
事
例
に
お
い
て
、

ボ
ン
ド
額
の
合
理
性
と
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
獲
の
深
刻
性
と
の
関
連
の
さ
せ
方
に
つ
き
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

65
）

本
稿
二
２
⑵
と
前
注
（
17
）
参
照
。

66
）

洋
上
「
執
行
」
の
定
義
と
し
て
は
、
広
義
に
は
、
監
視
・
停
船
・
乗
船
に
よ
る
書
類
他
の
検
査
・
捜
索
・
拿
捕
・
押
収
・
抑
留
が
含
ま
れ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
想
定
す
る

乗
船
措
置
は
、
監
視
・
停
船
・
乗
船
に
よ
る
書
類
他
の
検
査
で
あ
り
、
重
大
な
違
反
の
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
乗
船
継
続
と
証
拠
確
保
が
行
わ
れ
る
。

67
）

な
お
、
地
域
条
約
や
機
構
に
お
け
る
非
旗
国
の
洋
上
措
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
稿
二
２
の
主
に
⑵
を
参
照
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
執
行
規
定
を
中
心
と
し
た
検
討
と
し
て
、

H
a
y
a
sh
i,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 45,
p
p
. 1-36.

68
）

乗
船
検
査
国
に
よ
る
抑
留
や
拿
捕
も
許
さ
れ
る
と
解
す
る
例
と
し
て
、V

icu
n
a
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 253.

な
お
、
海
洋
環
境
の
保
護
・
保
全
の
分
野
で
国
連

海
洋
法
条
約
は
船
舶
起
因
汚
染
に
つ
き
非
旗
国
に
も
管
轄
権
を
配
分
す
る
が
、
二
二
八
条
な
ど
旗
国
管
轄
権
の
優
先
性
を
保
証
す
る
規
定
を
お
く
。

69
）

他
方
で
、
公
海
上
で
非
旗
国
に
よ
る
臨
検
の
対
象
と
な
る
海
賊
に
つ
い
て
は
、
旗
国
管
轄
権
は
優
先
性
を
も
た
な
い
と
い
う
解
釈
も
あ
る
、R

eu
la
n
d
,
o
p
 
cit.,

su
p
ra n

. 6,
p
p
. 1178-1179.

70
）

上
述
の
よ
う
に
、
八
条
四
項
で
、
地
域
条
約
や
漁
業
機
構
が
設
定
す
る
保
存
措
置
に
合
意
す
る
国
の
み
が
、
当
該
保
存
措
置
の
適
用
対
象
と
な
る
魚
種
の
漁
獲
を
行

え
る
。

71
）

こ
の
点
を
含
め
て
あ
り
う
る
解
釈
に
つ
き
、E

.
J.
M
o
len

a
a
r,
“P
o
rt S

ta
te
 
Ju
risd

ictio
n
:
T
o
w
a
rd
s M

a
n
d
a
to
ry
 
a
n
d
 
C
o
m
p
reh

en
siv
e
 
U
se,”

in
 

F
reesto

n
e,
B
a
rn
es a

n
d O

n
g
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 7,
p
p
. 200-202.

72
）

地
域
条
約
や
機
構
に
よ
る
寄
港
国
措
置
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、T

.
L
o
b
a
ch
,
“A
d
v
a
n
ces in P

o
rt S

ta
te C

o
n
tro

l M
ea
su
res,”

in F
ish P

iracy
,
p
p
. 293-

294.
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73
）

寄
港
国
措
置
の
発
展
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、G

.
C
.
K
a
so
u
lid
es,

P
ort S

tate C
on
trol an

d
 
Ju
risd

iction
―
―
E
v
o
lu
tio
n
 
o
f th

e P
o
rt

 
S
ta
te R

eg
im
e
(1993,

D
o
rd
rech

t /
B
o
sto

n
/
L
o
n
d
o
n
);
R
.
P
.
B
a
rsto

n
,
“P
o
rt S

ta
te C

o
n
tro

l:
E
v
o
lv
in
g C

o
n
cep

ts,”
in H

.
N
.
S
ch
eib

er ed
.,
L
aw
 
of

 
th
e S

ea
―
―
T
h
e C

om
m
on
 
H
eritage an

d
 
E
m
ergin

g C
h
allen

ges
(2000,

T
h
e H

a
g
u
e /
L
o
n
d
o
n
/
B
o
sto

n
),
p
p
. 87-101;

D
.
V
ig
n
e,
“L
e n
a
v
ire et les

 
u
tiliza

tio
n
s p

a
cific d

e la
 
m
er,

la
 
ju
risd

ictio
n
 
d
e l’eta

t d
u
 
p
o
rt et le n

a
v
ire en

 
d
ro
it in

tern
a
tio
n
a
l,”

S
o
ciete

fra
n
ça
ise
 
p
o
u
r le

 
d
ro
it

 
in
tern

a
tio
n
a
l,
co
llo
q
u
e T

o
u
lo
n
,
L
e n

avire en
 
d
roit in

tern
ation

al
(1992),

p
p
. 127-150;

M
o
len

a
a
r,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 71.

74
）

た
と
え
ば
、ib

id
.,
p
. 192;

D
.
K
o
n
ig
,
“P
o
rt S

ta
te C

o
n
tro

l:
A
ssessm

en
t o
f E

u
ro
p
ea
n P

ra
ctice,”

in E
h
lers,

M
a
n
n
-B
o
rg
ese a

n
d W

o
lfru

m
 
o
p

 
cit.,

su
p
ra n

. 18,
p
. 38.

75
）

D
u
p
u
y a

n
d V

ig
n
e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 52,
p
p
. 1206-1207.

76
）

M
o
len

a
a
r,
o
p cit.,su

p
ra n

. 71,p
. 193.

Ｉ
Ｕ
Ｕ
「
漁
獲
物
」
を
い
ず
れ
の
港
で
荷
揚
げ
す
る
か
は
つ
ね
に
変
化
し
、
か
つ
、
寄
港
直
前
に
船
舶
登
録
変
更
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
の
分
野
に
特
有
の
寄
港
国
措
置
の
実
効
性
へ
の
阻
害
要
因
な
ど
に
つ
き
、S

to
k
k
e a

n
d V

id
a
s,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 21,
p
. 29.

77
）

海
洋
環
境
保
護
・
保
全
の
分
野
で
船
舶
起
因
汚
染
を
防
ぐ
た
め
の
寄
港
国
措
置
が
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、
石
油
運
送
業
界
の
事
情
や
、
寄
港
国
の
寄
港
サ

ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
経
済
的
利
益
お
よ
び
競
争
力
確
保
、
さ
ら
に
は
、
外
国
で
自
国
船
舶
が
相
互
的
に
報
復
的
措
置
を
受
け
る
こ
と
の
回
避
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
寄
港
国

措
置
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、K

o
n
ig
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 74,
p
p
. 46-48,

52.

78
）

ア
メ
リ
カ
が
、
タ
ン
カ
ー
の
二
重
船
底
構
造
基
準
に
よ
り
、
寄
港
を
規
制
す
る
例
が
あ
る
。
船
舶
起
因
汚
染
へ
の
対
処
と
し
て
の
寄
港
国
措
置
に
つ
い
て
は
、
た
と

え
ば
、
以
下
を
参
照
。H

.
R
in
g
b
o
m
,
“T
h
e E

rik
a A

ccid
en
t a
n
d Its E

ffects o
n E

U
 
M
a
ritim

e R
eg
u
la
tio
n
,”
in M

.
H
.
N
o
rd
q
u
ist a

n
d J.

N
.
M
o
o
re

 
ed
s.,
C
u
rren

t M
arin

e E
n
viron

m
en
tal Issu

es an
d
 
th
e In

tern
ation

al L
aw
 
of th

e S
ea

(2001,
T
h
e H

a
g
u
e /
L
o
n
d
o
n
/
N
ew
 
Y
o
rk
),
p
p
. 270-273.

ア
メ
リ
カ
国
内
法
の
紹
介
な
ど
に
つ
き
、J.

A
n
g
elo

,
“E
rik

a A
fterm

a
th
:
D
ev
elo

p
m
en
t a
t IM

O
 
o
n D

o
u
b
le H

u
lles

(A
 
U
.
S
.
P
ersp

ectiv
e )”,

in ib
id
.,

p
p
. 309-317.

79
）

経
済
措
置
が
、
一
国
の
国
内
政
策
や
国
内
法
を
、
外
国
民
の
外
国
領
域
や
公
海
で
の
行
為
に
つ
い
て
も
効
果
を
も
つ
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
例
に
つ
き
、
国
際
漁
業
規

制
の
分
野
を
対
象
に
し
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、T

.
L
.
M
cD
o
rm
a
n
,
“F
ish
eries C

o
n
serv

a
tio
n a

n
d M

a
n
a
g
em
en
t a
n
d In

tern
a
tio
n
a
l T

ra
d
e L

a
w
,”
in

 
H
ey
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
p
. 517-526.

80
）

V
ig
n
e,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 73,
p
p
. 142-143.

81
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、M

cD
o
rm
a
n
,
o
p cit,

su
p
ra n

. 79.

82
）

南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
体
制
で
採
用
さ
れ
て
い
る
し
く
み
の
紹
介
に
つ
き
、D

.
B
ed
erm

a
n
,
“C
C
A
M
L
R
 
in C

risis:
A
 
C
a
se S

tu
d
y o

f M
a
rin
e M

a
n
a
g
e-

m
en
t in th

e S
o
u
th
ern O

cea
n
,”
in S

ch
eib

er,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 73,
p
p
. 193-194.

83
）

必
ず
し
も
制
限
さ
れ
な
い
と
い
う
解
釈
と
し
て
、V

icu
n
a
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
. 261.

な
お
、
海
洋
環
境
の
保
護
・
保
全
に
関
す
る
国
連
海
洋
法
条
約
上
の
寄

港
国
措
置
で
は
、
二
一
八
条
一
項
が
「
手
続
を
開
始
で
き
る
」
と
規
定
し
、
こ
れ
は
司
法
手
続
も
含
む
と
解
さ
れ
る
が
、
二
一
九
条
は
「
行
政
上
の
措
置
」
に
限
定
し
て

い
る
。
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84
）

R
a
y
fu
se,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 3,
p
. 329.

85
）

Ib
id
.,
p
. 330.

86
）

各
地
域
漁
業
機
構
や
条
約
の
実
践
に
つ
い
て
の
概
観
と
し
て
は
、ib

id
.,
C
h
a
p
. 8.

87
）

旗
国
の
裁
判
権
行
使
が
堅
固
に
維
持
さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、
非
旗
国
に
よ
る
船
舶
拿
捕
お
よ
び
船
員
逮
捕
や
犯
罪
人
引
渡
し
へ
と
向
か
う
か
は
、
保
存
措

置
の
内
容
が
旗
国
で
あ
れ
非
旗
国
で
あ
れ
判
断
の
相
違
が
生
じ
に
く
い
ほ
ど
に
具
体
的
・
明
確
な
も
の
か
、
資
源
保
存
措
置
違
反
の
認
定
の
余
地
を
旗
国
に
完
全
に
残
す

こ
と
を
旗
国
が
固
執
し
な
い
ほ
ど
に
、
非
旗
国
に
よ
る
拿
捕
や
逮
捕
が
保
存
措
置
違
反
の
抑
止
に
と
っ
て
実
効
的
た
り
う
る
か
、
非
旗
国
が
か
か
る
措
置
を
適
切
に
実
施

す
る
意
思
と
能
力
を
も
つ
か
な
ど
の
要
因
に
か
か
っ
て
こ
よ
う
。

88
）

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
公
海
で
の
洋
上
措
置
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
よ
り
効
率
的
で
実
効
的
な
規
制
手
法
と
し
て
、
漁
船
に
必
要
装
備
を
義

務
付
け
て
Ｖ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
し
て
保
存
措
置
適
用
海
域
へ
の
出
入
域
を
把
握
し
規
制
す
る
と
か
、
漁
獲
物
や
漁
獲
物
貿
易
の
証
書
化
と
そ
れ
ら
と
寄
港
国
措
置
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
違
法
漁
業
へ
対
処
す
る
実
践
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
制
手
法
は
、
と
く
に
前
者
は
具
体
的
で
実
際
の
違
法
漁
獲
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
遠

隔
的
監
視
と
な
り
、「
漁
獲
」
よ
り
も
「
漁
船
」
に
対
す
る
規
制
の
性
質
を
帯
び
る
。

89
）

Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
改
正
の
強
力
な
契
機
が
、
ア
メ
リ
カ
の
主
張
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
き
、
坂
元
・
前
掲
注
（
５
）
五
九
頁
。

90
）

Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
は
、
シ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
防
止
で
あ
り
そ
の
意
味
で
海
上
航
行
の
安
全
（sa

fety

）
に
対
処
す
る
た
め
の
条
約
で
あ
る
。
そ
こ
に
二
〇
〇
五
年
改
正
議
定
書

三
条
の
二
以
下
の
新
規
定
群
で
定
義
す
る
犯
罪
に
よ
れ
ば
、
大
量
破
壊
兵
器
の
運
搬
、
船
を
用
い
て
の
海
上
テ
ロ
、
陸
上
施
設
を
標
的
と
す
る
テ
ロ
ま
で
も
が
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
の
趣
旨
目
的
の
「
範
囲
内
」
で
の
改
正
か
と
い
う
疑
問
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
問
題
の
指
摘
に
と
ど
め
る
。

91
）

改
正
議
定
書
八
条
の
二
。

92
）

ア
キ
レ
ラ
ウ
ロ
号
事
件
に
ふ
れ
つ
つ
、
海
賊
に
対
す
る
国
際
法
の
対
処
の
経
緯
と
一
九
八
八
年
条
約
の
起
草
過
程
を
分
析
・
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、M

.
H
a
l-

b
ersta

m
,
“T
erro

srism
 
o
n th

e H
ig
h S

ea
s:
T
h
e A

ch
ille L

a
u
ro
,
P
ira
cy a

n
d th

e IM
O
 
C
o
n
v
en
tio
n o

n M
a
ritim

e S
a
fety

,”
82
A
m
erican Jou

rn
al

 
of In

tern
ation

al L
aw

(1988),
p
p
. 269-310.

93
）

杉
原
高
嶺
『
海
洋
法
と
通
航
権
』（
一
九
九
一
、
日
本
海
洋
協
会
）、
二
〇
四
頁
。

94
）

Ｓ
Ｕ
Ａ
条
約
起
草
過
程
で
の
管
轄
権
配
分
規
定
に
関
す
る
議
論
に
つ
き
、H

a
lb
ersrta

m
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 92,
p
p
. 295-303.

95
）

O
p cit.,

su
p
a n

. 2.

96
）

C
a
se C

o
n
cern

in
g th

e C
o
n
serv

a
tio
n a

n
d S

u
sta

in
a
b
le E

x
p
lo
ita
tio
n o

f S
w
o
rd
fish S

to
ck
s in th

e S
o
u
th
-E
a
stern P

a
cific O

cea
n
(C
h
ile /

E
u
ro
p
ea
n C

o
m
m
u
n
ity
),
C
o
n
stitu

tio
n o

f C
h
a
m
b
er,

h
ttp: //w

w
w
.itlos.org

/,
C
a
se N

o
. 7,

v
isited o

n th
e
24th o

f Ja
n
u
a
ry
,
2008.

97
）

山
本
教
授
は
、
海
洋
法
の
発
展
で
歴
史
が
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
、
根
底
に
あ
る
関
係
国
の
欲
求
と
対
立
お
よ
び
調
整
が
不
変
で
あ
る
こ
と
を
看
破
さ
れ
、
す
で
に

排
他
的
経
済
水
域
制
度
成
立
以
前
に
、
外
国
領
海
の
近
接
海
域
で
の
漁
獲
で
も
、
領
海
沿
岸
国
の
漁
業
独
占
権
へ
の
欲
求
と
漁
業
国
の
漁
獲
利
益
と
の
間
に
対
立
が
生
じ

う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
、
山
本
・
前
掲
注
（
３
）
四
六
お
よ
び
一
一
〇
｜
一
一
四
頁
。

98
）

な
お
、
前
注
（
42
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
漁
業
条
約
や
機
構
に
よ
り
具
体
的
な
根
拠
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
非
旗
国
措
置
に
よ
る
旗
国
主
義
へ
の
例
外
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を
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
国
際
協
力
規
定
群
を
根
拠
に
し
て
、
一
般
的
に
法
的
効
力
の
あ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

99
）

南
極
生
物
資
源
保
存
条
約
体
制
の
特
徴
に
つ
き
、B

ed
erm

a
n
,
o
p cit.,

su
p
ra n

. 82,
p
p
. 171-172,

176-179.

旗
国
主
義
へ
の
例
外
と
し
て
追
跡
権
の
制
度
が
あ

る
が
、
同
条
約
適
用
海
域
で
の
保
存
措
置
違
反
漁
獲
に
対
し
て
は
、
複
数
国
・
多
国
籍
に
よ
る
「
リ
レ
ー
」
追
跡
が
行
わ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
公
海
上
の
み
な
ら
ず
、
自

国
領
海
内
で
他
国
が
追
跡
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
二
国
間
協
定
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
条
約
体
制
下
の
国
際
協
力
を
示
す
実
践
で
あ
る
。
国
連
海
洋
法
条
約

一
一
一
条
と
の
関
連
も
含
め
て
、
筆
者
は
別
稿
で
こ
れ
ら
に
つ
き
論
じ
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず
る
、
兼
原
・
前
掲
注
（
５
）
二
一
｜
二
三
頁
。

100
）

T
h
e
“M

o
n
te C

o
n
fu
rco

”
C
a
se
(S
ey
ch
elles v

.
F
ra
n
ce ),

A
p
p
lica

tio
n fo

r P
ro
m
p
t R

elea
se,

h
ttp: //w

w
w
.itlos.org

/,
C
a
se N

o
. 6,

v
isited o

n
 

th
e 24th o

f Ja
n
u
a
ry
,
2008,

p
a
r. 79.

同
事
件
で
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
判
事
が
、
問
題
の
漁
獲
が
、
排
他
的
経
済
水
域
沿
岸
国
の
資
源
保
存
の
み
な
ら
ず
、
南
極
生
物

資
源
保
存
条
約
体
制
で
の
資
源
保
存
へ
の
背
反
で
あ
る
こ
と
の
重
大
性
を
ボ
ン
ド
額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
肯
定
的
で
あ
る
、D

issen
tin
g
 
O
p
in
io
n
 
o
f Ju

d
g
e
 
A
n
-

d
erso

n
,
ib
id
.,
p
p
. 2-3.

T
h
e
“V
o
lg
a
”
C
a
se
(R
u
ssia

n F
ed
era

tio
n v

.
A
u
stra

lia
),
A
p
p
lica

tio
n fo

r P
ro
m
p
t R

elea
se,

h
ttp: //w

w
w
.itlos.org

/,
C
a
se

 
N
o
. 11,

v
isited o

n th
e
24th o

f Ja
n
u
a
ry
,
2008,

p
a
r. 68.

こ
こ
で
は
国
連
海
洋
法
条
約
関
連
規
定
群
の
解
釈
に
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
例
に
み
る
よ

う
に
、
船
舶
の
早
期
釈
放
の
要
件
で
あ
る
ボ
ン
ド
に
つ
き
、
そ
の
額
の
合
理
性
判
断
要
因
に
は
、
違
法
漁
獲
と
い
う
問
題
の
重
大
性
を
含
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

が
、
紛
争
当
事
国
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
判
事
か
ら
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
多
数
意
見
も
、
少
な
く
と
も
違
法
漁
獲
と
い
う
問
題
の
重
大
性
は

留
意
す
る
（ta

k
e n

o
te

）
と
い
う
方
針
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
ガ
号
事
件
で
は
、
将
来
の
抑
止
を
保
証
す
る
よ
う
な
非
財
政
的
保
証
が
、
国
連

海
洋
法
条
約
七
三
条
二
項
に
い
う
「
合
理
的
な
保
証
金
の
支
払
い
ま
た
は
合
理
的
な
他
の
保
証
」
に
含
ま
れ
る
か
が
問
わ
れ
た
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ

た
、ib

id
.,
p
a
rs.

75-80.

五

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
公
海
漁
業
規
制
の
分
野
に
お
け
る
非
旗
国
措
置
の
条
約
実
践
を
検
討
し
て
き
た
。
海
洋
法
一
般
の
動
向
と
い
う
視
点
か

ら
、
ま
た
、
公
海
漁
業
の
規
制
の
分
野
に
固
有
の
歴
史
的
経
緯
や
事
情
か
ら
、
こ
れ
ら
の
非
旗
国
措
置
が
漁
業
条
約
や
機
構
に
よ
り
合

意
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
義
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
。

海
洋
法
一
般
の
動
向
と
い
う
側
面
か
ら
み
る
と
、
非
旗
国
措
置
の
実
践
は
、
航
行
の
安
全
、
大
量
破
壊
兵
器
輸
送
抑
止
・
国
際
テ
ロ

リ
ズ
ム
へ
の
対
処
な
ど
の
分
野
で
も
同
様
の
非
旗
国
措
置
の
条
約
実
践
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
旗
国
措
置
は
、
海
洋

法
に
お
け
る
一
つ
の
動
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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一
方
で
、
非
旗
国
措
置
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
伝
統
的
な
公
海
利
用
の
自
由
と
い
わ
ば
表
裏
を
な
し
て
定
着
し
て
き
た
旗
国
主
義

に
対
す
る
例
外
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
海
洋
法
の
重
大
な
変
更
の
は
じ
ま
り
を
告
げ
て
い

る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
他
方
で
、
最
近
の
非
旗
国
措
置
を
認
め
る
実
践
に
つ
き
、
旗
国
主
義
に
対
す
る
例
外

の
増
大
と
旗
国
主
義
の
動
揺
と
い
う
単
純
な
評
価
だ
け
が
該
当
す
る
と
も
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
旗
国
主
義
が
成
立
し
定

着
す
る
過
程
で
、
遠
海
で
旗
国
が
自
国
船
に
対
す
る
洋
上
監
視
や
執
行
を
万
全
に
行
う
（
行
え
る
）
と
想
定
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
洋
上
監
視
や
執
行
の
面
で
、
最
近
の
実
践
が
非
旗
国
措
置
に
よ
り
旗
国
主
義
を
「
補

完
」
し
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
非
旗
国
措
置
の
旗
国
へ
の
通
報
と
、
執
行
措
置
の
う
ち
抑
留
や
拿
捕
は

非
旗
国
の
権
限
で
あ
る
と
明
確
に
合
意
さ
れ
た
実
践
は
乏
し
く
、
か
つ
、
裁
判
権
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
旗
国
が
排
他
的
に
保
持
し

て
い
る
。
ま
た
、
旗
国
が
意
図
す
れ
ば
、
旗
国
管
轄
権
の
優
先
性
の
回
復
も
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
管
轄
権
お
よ
び

措
置
を
細
分
化
し
て
キ
メ
細
や
か
に
非
旗
国
と
旗
国
と
の
権
限
配
分
を
行
う
こ
と
で
、
実
効
的
な
洋
上
執
行
の
方
途
を
創
出
し
つ
つ

も
、
旗
国
主
義
も
ま
た
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
の
非
旗
国
措
置
を
合
意
す
る
実
践
は
、
緩
や
か
に
旗
国
主

義
の
厳
格
性
を
解
体
す
る
側
面
を
も
ち
つ
つ
も
、
単
純
に
旗
国
主
義
と
の
断
絶
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
旗
国
主
義
を
基
礎
に
す
え
な
が
ら
現
実
的
な
解
決
を
は
か
っ
た
と
い
う
、
い
う
な
れ
ば
骨
太
で
懐
の
深
い
海

洋
法
の
発
展
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

公
海
漁
業
の
規
制
と
い
う
固
有
の
文
脈
で
最
近
の
実
践
の
意
義
を
み
れ
ば
、
将
来
的
な
予
測
と
し
て
は
、
国
家
が
非
旗
国
措
置
を
遠

く
離
れ
た
公
海
で
あ
ま
ね
く
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
は
、
そ
の
費
用
と
労
力
に
鑑
み
れ
ば
主
権
国
家
に
と
っ
て
合
理
的
政
策
と
は
い

い
に
く
い
。
む
し
ろ
、
自
国
排
他
的
経
済
水
域
に
近
接
す
る
公
海
や
、
自
国
排
他
的
経
済
水
域
で
の
漁
業
資
源
保
存
措
置
の
効
果
を
確

保
す
る
た
め
と
い
っ
た
、
強
く
密
接
な
利
害
関
係
の
あ
る
国
家
が
非
旗
国
措
置
を
と
る
こ
と
が
、
実
際
的
観
点
か
ら
し
て
も
予
測
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
漁
業
を
め
ぐ
る
海
洋
法
の
歴
史
的
経
緯
を
照
射
し
て
み
る
と
、
沿
岸
国
の
管
轄
水
域
と
し
て
、
漁

65

現代公海漁業規制における旗国主義の存立根拠（兼原敦子)



業
資
源
保
存
目
的
の
た
め
に
完
全
に
は
最
善
の
境
界
を
設
定
し
き
れ
な
い
以
上
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
オ
ッ
ト
セ
イ
事
件
で
の
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
な
主
張
は
、
繰
り
返
し
現
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
国
際
合
意
の
な
い
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
国
家
の
欲
求
が
、
一
国
に

よ
る
単
独
の
非
旗
国
措
置
と
し
て
現
実
化
し
、
そ
れ
が
国
際
紛
争
を
惹
起
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、
漁
業
条
約
や

機
構
が
非
旗
国
措
置
を
合
意
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
一
方
的
措
置
に
お
い
て
主
観
的
・
恣
意
的
に
具
現
さ
れ
か
ね
な
い
国
家
利
益
の

主
張
と
そ
の
危
険
な
胎
動
を
、
国
際
協
力
の
枠
の
中
に
収
斂
さ
せ
て
き
た
と
い
う
意
味
で
、
国
際
社
会
の
賢
明
な
営
為
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き

101
）

よ
う
。

利
害
関
係
国
の
対
立
と
妥
協
、
そ
し
て
国
家
実
践
の
集
積
は
、
長
期
的
過
程
を
経
な
が
ら
海
洋
法
の
制
度
構
築
と
そ
の
変
更
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
公
海
漁
業
規
制
の
法
制
度
は
、
そ
の
よ
う
な
海
洋
法
の
主
た
る
支
柱
を
な
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
も
や
は
り
、
沿
岸
国

と
漁
業
国
な
ど
の
利
害
関
係
国
間
の
「
不
変
も
し
く
は
永
遠
の
」
対
立
、
主
権
国
家
の
並
存
体
制
か
ら
成
る
国
際
社
会
な
ら
で
は
の
漁

業
資
源
保
存
観
念
の
主
観
的
定
義
か
ら
「
客
観
化
」
へ
の
「
永
遠
の
」
過
渡
性
な
い
し
は
途
上
性
は
、
依
然
と
し
て
、
海
洋
法
を
彩
り

続
け
て
い
る
の
で

102
）

あ
る
。

101
）

S
co
v
a
zzi,

o
p cit.,

su
p
ra n

. 22,
p
. 87.

102
）

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
国
家
の
欲
求
を
国
際
合
意
に
吸
収
し
続
け
る
こ
と
で
、
海
洋
法
は
変
遷
を
遂
げ
る
の
で
あ
り
、
つ
ね
に
動
態
的
で
あ
り
続
け
る

の
で
あ
る
。
山
本
・
前
掲
注
（
22
）
一
｜
二
頁
。
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